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本研究は、平成 31年 3月に策定された「実践的な河川環境の評価・改善の手引き（案）」を用いて、河川環境の定

量的な評価を行うツールとして作成する「河川環境管理シート」において、河川環境評価の「重みづけ」指標として

重要な「注目種と依存する生息場」の関係を示す魚類と鳥類のリストを対象に、全面的な見直しを図ったものである。

現行リストの課題点として挙げられた、掲載種数が少なく注目種の選定時に使いづらい点、種ごとの季節性や成長段

階に応じた生息場の変化が未考慮である点などを踏まえ、数多くの文献や学識者へのヒアリングの結果、河川水辺の

国勢調査結果において確認頻度の高い重要種を対象にリストを作成した。この結果、魚類の掲載分類群数は、84 taxa

から 179 taxa へ増加、生息環境が類似する近縁種による類型分類群数は「フナ類」など3分類群から「流水性／止

水性／流水･止水適応性タナゴ類」などを含めた 15分類群へ増加した。鳥類では、掲載種数は見直し前の95種から

185種へ増加、類型分類群数は「サギ類」の 1分類群を追加した。また、近年提唱されている流域治水の考え方に対

応した河道外の氾濫原環境との連続性を指標する「氾濫原性」の指標魚種など、これまでの 12指標に加えた重要な

指標性として魚類で5つ、鳥類で2つの指標を追加した。今回作成したリストは、今後改訂を予定する「実践的な河

川環境の評価・改善の手引き（案）」における「代表区間」の選定材料に反映する予定である。これらのリストの活

用によって、「河川環境管理シート」が国内の広い地域で、より適切な河川環境の評価に供されることを期待したい。 

キーワード：実践的な河川環境の評価・改善の手引き（案）、河川環境管理シート、注目種と依存する生息場、氾濫

原性魚類、氾濫原性鳥類 

 

This research was to comprehensively review the list of fish and birds that indicates the relationship of ‘focused species 

and inhabit area relied on’, which is an important ‘focusing’ index for river environment assessment on ‘river environment 

management sheet’ prepared as a tool for regular assessment of river environments, utilizing ‘method of practical 

assessment and improvement of river environments (tentative)’prepared in March 2019. With the issues of the current list 

pointed out -that it was not useful to select focused species with little number of species listed and that it did not consider 

the change of inhabit area depending on the seasonality and growth stages for each species-, a list was prepared for focused 

species often investigated in National Census on rivers as a result of research from many references and scholars. As a 

result, the number of fish categories increased from 84 taxa to 179 taxa, and the number of categories of type with related 

species in similar inhabit environments increased from 3 catergories including ‘carassius buergeri subsp’ to 15 catergories 

including ‘species in flowing water/species in stagnant water/acheilognathus melanogaster in flowing and stagnant water’. 

Number of bird species listed increased from 95 species to 185 species after review and 1 category of ‘ardeidae’ was added 

as a category of types. Also, 5 indices and 2 indices for fish and birds, respectively, were added to the existing 12 indices, 

such as fish type as an index of ‘floodplain’, which shows continuity with floodplain off river channels, based on the 

concept of basin flood control suggested in recent years. The list prepared will be reflected to the selection of ‘representative 

district’ in ‘method of practical assessment and improvement of river environments (tentative)’, which will be revised in 

the future. We hope that ‘river environment management sheet’ with these lists will be utilized for more proper assessment 

of river environments in wide range of domestic area. 

Key Words: Method of practical assessment and improvement of river environments (tentative), river environment 

management sheet, focused species and inhabit area relied on, floodplain fish, floodplain birds 
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１．研究の背景と目的 

平成 31 年 3 月に策定された「実践的な河川環境の評

価・改善の手引き（案）」1)（以下「手引き（案）」という）

は、「できる限り具体的な河川環境の管理目標の設定に努

める必要がある」とされた社会資本整備審議会による答

申（平成25年 4月）の考え方 2) を踏襲し、河川環境の定

量的な評価・目標の設定に資する手引き書として作成さ

れた。一般に河川整備計画には「流路」のように整備する

施設、湿地環境や礫河原、早瀬・平瀬、淵等といった保

全・整備する対象は記述されているものの、指標や具体

的な量、目標の到達点は非常に記述し難い状況にある。

しかし、目標を定量的に示すことにより事業の適否はよ

り適正に判断でき、実現可能かどうかの見極めを的確に

議論することができる 3) 。 

手引き（案）を利用して作成する「河川環境管理シ―ト

（以下「環管シート」という）」は、大セグメント等を参

考として対象河川を縦断区分し、定量データに基づいて

区分ごとに「手本となる河川環境の状態」を有する「代表

区間」を設定することで、目標設定や環境改善に活用で

きる。「代表区間」の主な設定要件としては、①指標とす

る陸域、水際域、水域、汽水域における代表的な12の環

境要素（図－１）の多寡、②区分の環境を代表する「注目

種」が依存する上記環境要素の多寡が挙げられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
このため「注目種」の設定は、区間の評価値の変化に直

結し「代表区間」の選定にも大きく関わることから、環管

シートを用いた一連の環境評価において非常に重要なプ

ロセスにあると考えられる。しかしながら、現行手引き

（案）における記述内容は、掲載種数が少なく「注目種」

の選定時に使いづらい点、種ごとの季節性や成長段階に

応じた生息場の変化が未考慮であることから、必ずしも

十分な記載内容となっていない。 

そこで、本研究では、環管シートにおける「注目種」の

対象分類群として、魚類、鳥類の「注目種と依存する生息

場」に関し、現状の課題抽出を行うと共に、将来の手引き

（案）改訂に向けた見直し（案）の作成を目的として実施

したものである。 

 

２．河川環境管理シートの活用状況 

本論に入る前に、議論の対象とする環管シートの活用

状況について述べることとする。環管シートは、令和3年

11月時点において、全国の直轄39水系87河川（支川・

部分作成含む）で作成に着手している。こうした作成の

背景には、近年の気候変動の影響による激甚な洪水被害

の発生等に伴い、大規模な樹木伐採や河道掘削等の河川

改修の必要性の高まり、さらにはこれらに関連した河川

整備基本方針や河川整備計画等の上位計画の見直しの増

加が起因していると推察される。 

こうした諸計画に対し、環管シートは、対象とする直

轄区間全体を大セグメントや河床勾配等の視点から縦断

的な類似性に基づいて区分し、区分内の注目すべき種と

それらが依存する環境によって定量的な評価を行うと共

に、経年的な河川環境の変化を評価する手法をとる。こ

うしたプロセスは、上述の諸計画を検討する際に問われ

る「どこからどこまでの縦断区分で、どのような環境を

保全・創出し、それらの指標種として何が挙げられるの

か？」といった解を得るための資料として非常に親和性

が非常に高いと考えられる。さらに、環管シートは 5 年

ごとに行われる「河川水辺の国勢調査（河川環境基図調

査）」のGISデータを基に情報更新が可能であり、経年的

な情報も整理される内容となっている。このため、全川

的な自然再生計画における対策メニューや対策区間の設

定、洪水前後における環境変化や洪水後の環境動態の状

況把握資料として、あるいは時間的余裕がない中での大

規模洪水直後における改修方針設定の基礎資料として、

河川改修時における環境配慮方針の設定等への活用が期

待される。 

 
３．「代表区間」「注目種」の選定について 

ここでは「手本となる河川環境の状態」を有する「代表

区間」の設定例と、この中で「注目種」が果たす評価への

重みづけの実例について説明すると共に、注目種の設定

方法について説明を行うこととする。 

３－１ 「代表区間」の選定方法 

「代表区間」の選定は、①「河川の区分ごとに環境要素

の多寡からみた加点評価の結果」に、②「区分ごとに選定

する「注目種」が依存する環境要素の多寡」を重みづけす

ることによって行うものである。従って、「注目種」の選

定や、これらと紐づく「依存する環境」は「代表区間」の

図－１ 代表的な12の環境要素 
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選定材料として重要視すべき事項と考えられる。 

「代表区間」の選定例として、河川上流部における「代

表区間選定シート」の一部を図－２に示す。例示河川は

Seg.1に相当し、水域は連続する瀬と淵、陸域には礫河原

が広がる環境が広がっている。これらの環境を指標する

「注目種」として、魚類では連続する瀬と淵を生息場と

するアユ、ウグイ、及び砂礫河床のワンド内に生息する

ヒガシシマドジョウ（図中にはシマドジョウと表示）を

選定している。鳥類では自然裸地に営巣するイカルチド

リと同環境を採食場とするセグロセキレイを選定してい

る。 

「①典型性による評価結果」では、各区分の評価値（○：

1点、△0点、×：-1点）の合計点によって物理環境の多

様さの指標値が示されている。同様に、「②重要種からみ

た生息場の多様性の評価結果」では、各区分において「注

目種」の依存する環境の多寡が示されている。「③良好な

場（代表区間）の選定」では、①と②の合計値に視点場の

有無等の付加的評価を行い「代表区間」を選定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－２ 「注目種」の選定方法 

手引き（案）p.76によれば、「注目種」の選定は、図－

３の手順に従うとしている。魚類と鳥類を対象に、「河川

整備計画」における掲載種を基本として、環境省レッド

リストや都道府県レッドデータブックに掲載される重要

種を選定することとしている。なお、選定時の留意事項

としては、区分（大セグメント）内の河川環境を特徴づけ

る生息場の重みづけが目的であることから、加点対象と

なる生息場が重要であり、生物種にこだわるものでない

としている。ただし、出現頻度や生息範囲が広い種を選

定すると生息場との関わりが弱くなること、及び多くの

種の選定は依存する生息場に偏りが生じる可能性がある

ことが挙げられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．「注目種と依存する生息場」に関する課題抽出 

前項で述べたとおり、「注目種と依存する生息場」は、

大セグメントごとの目標環境とも言い換えられる「代表

区間」の設定に大きな影響を与える点で、本評価手法の

核心の一つと言える。しかしながら、「手引き（案）」に関

する「注目種と依存する生息場」についての記述は、冒頭

で述べたとおりいくつかの課題があると考えた。ここで

は、現行の記述事項を示しながら、魚類、鳥類それぞれの

課題事項の抽出を行った。 

４－１ 手引き（案）における記述事項 

（１）魚類の記述にみる課題事項 

魚類に関しては、「手引き（案）」巻末資料として「依

存する生息場の対応表（魚類）」表－１及び表－２の2

つが示されている。表－１中「生活型等」や「生息環

境」に空欄が散見される他、両表で掲載種が異なるこ

とから、情報の統合が望まれると考えた。表－１に関

し掲載分類群は84 taxaであるが、川那部ら（2001）4) 

による河川の生息魚類318 taxaからみると、1/4程度

図－３ 河川環境を特徴づける種（注目種）の選定手順

① 典型性による評価結果
距離標 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61

セグメント1

河川環境区分 区分4 区分5 区分6

1 低・中茎草地 ○ △ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ △ △ △

2 河辺性の樹林･河畔林△ △ △ △ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △

3 自然裸地 ○ ○ ○ ○ △ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △

4 外来植物生育地 △ × △ × △ × △ △ × × △ △ × × × × × × △ × × × △ △ × △ △ △ △

5 水生植物帯 ○ ○ ○ △ △ △ ○ △

6 水際の自然度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○

7 水際の複雑さ ○ △ △ △ ○ △ ○ △ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ △

8 連続する瀬と淵 △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ △ △ ○ △ △ ○ △ ○ ○ ○ ○

9 ワンド･たまり ○ ○ ○ ○ △ △ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ △ ○ △ △

10 湛水域 △ × △ △ × × △ × × △

11 干潟 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
12 ヨシ原 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

5 1 3 4 5 3 4 4 4 5 5 4 2 2 5 2 3 2 2 1 1 2 2 2 0 5 4 3 2

② 重要種からみた生息場の多様性の評価結果
距離標 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61

大セグメント区分 セグメント1

河川環境区分 区分4 区分5 区分6

魚類重要種数 8 12 12 8 8 10 10 11 11 9 9 6
底生動物重要種数 5 3 3 9 9 11 11 8 8 11 11 9
植物重要種数 7 7 4 4 9 9 13 13 13 10 10 3 3 4 5 8 8 8 3
鳥類重要種数 14 20 17 12 13 15 11 16 14 12 16 13 18 12 11 14 10 14 7 17 15 16 18 7 13 6 9 8 6
両爬哺重要種数 4 4 4 4 4 4 4 4 6 6 6 5 5 5 5 5 5
陸上昆虫類重要種数 24 24 27 27 21 21 21 34 34 19 12 12 15

重要種全体合計 38 31 25 31 65 52 11 16 27 29 60 61 56 12 59 72 60 51 34 41 20 20 62 35 26 19 26 23 36

アユ 1 2 4 1
連続する瀬と淵 △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ △ △ ○ △ △ ○ △ ○ ○ ○ ○

ウグイ 1 1 1 5 5 3
連続する瀬と淵 △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ △ △ ○ △ △ ○ △ ○ ○ ○ ○

シマドジョウ 6 6 49 149 28 56

ワンド･たまり ○ ○ ○ ○ △ △ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ △ ○ △ △

イカルチドリ 1 1 1 1 1 1 3 4 1
自然裸地 ○ ○ ○ ○ △ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △

セグロセキレイ 1 1 3
自然裸地 ○ ○ ○ ○ △ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △

生物とのかかわりの強さ（点数） 3 2 3 5 3 2 4 2 4 5 4 2 0 1 5 3 3 4 2 0 1 2 2 0 0 3 2 2 2

③ 良好な場（代表地点）の選定
距離標 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61

河川環境区分 区分4 区分5 区分6

【典型性評価点】 5 1 3 4 5 3 4 4 4 5 5 4 2 2 5 2 3 2 2 1 1 2 2 2 0 5 4 3 2
【生物とのかかわりの強さ】 3 2 3 5 3 2 4 2 4 5 4 2 0 1 5 3 3 4 2 0 1 2 2 0 0 3 2 2 2

B B B A B B A B
候補地の選定理由

（良好な環境の特徴）

橋の有無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

良好な場選定結果 ★ ★ ★

物理環境の多様さの指標値

重
要
種
と
依
存
す
る
環
境

魚
類

鳥
類

生物とのかかわりの強さ
に関する記述

大セグメント区分

良好な場の候補地（重要な生息場）

A:評価値が両方とも1位
B:評価値が両方とも2位以内

選定理由

区分4：視点場があり、現地調査にて当該区間に見れる特徴的な環境を有していた36kを
選定する。
区分5：視点場があり、現地調査にて当該区間に見れる特徴的な環境を有していた43kを
選定する。
区分6：視点場があり、現地調査にて当該区間に見れる特徴的な環境を有していた59kを
選定する。

多摩川河川整備基本方針、または河川整備計画に記載、及び特徴的な種。

重
要
種
数

陸
域

水
際
域

水
域

汽
水

代表区間の設定結果 

図－２ 「代表区間」の選定例 

代表区間 

★
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まで絞り込まれている。このため、今後のリスト見直

し時の考え方の整理として、あるいはユーザーの納得

感を得るためにプロセスの明確化が必要と考えた。ま

た、水産上の重要魚種で、かつ地域のレッドリスト掲

載種に含まれるシロウオやシラウオ、シシャモ等につ

いては、これまで依存する生息場を「90※河口域」と

し、生息場との関連づけが不明瞭であった。しかしな

がら、河口部における河道掘削の際には、これらの種

の産卵環境となる汽水域上流端の河床環境等が保全上

重要となることから、なんらかの指標の設定が望まし

いと考えた。さらに、魚類は、通し回遊魚に代表される

ように成長に応じ生息場を変化させるため「依存する

生息場」は成長段階に応じて設定すべきと考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）鳥類の記述にみる課題事項 

鳥類に関しては、「手引き（案）」巻末資料として「依

存する生物場の対応表（鳥類）」表－３に示されている。

掲載種は95種としているが、河川で記録されている鳥

類が 263 種 5)より考えると魚類同様に抽出過程の明確

化が必要と考えた。鳥類は、多くの種で季節ごとの生

息場を変化させ、営巣・渡り・越冬といった「渡り区分

（生活ステージ）」によって利用環境が大きく異なる 5) 

6) 。 従って、「依存する生息場」は、種ごとの渡り区分

に応じて設定すべきと考えた。また、本評価法が評価

対象としない生息場のうち「開放水面」は、カモ類によ

る高い依存性が挙げられる。カモ類は、多くの種が越

冬のため冬季に渡来し、河川内の広い水面を休息所と

して利用する5) 6) 。こうした鳥類の集団渡来地は、河

川水辺の国勢調査（鳥類調査）においても評価対象と

している他、水鳥の渡来数はラムサール条約における

登録基準にもなっている 7) 。一方、河川内の「開放水

面」は、現行の評価対象には含めていない。この理由と

しては、河川の開放水面が往々にして堰などの横断工

作物によって出現した湛水域に起因すること、湛水域

の発生は本来の河川の姿である瀬と淵や水陸の連続的

表－１ 現行「依存する生息場の対応表」（魚類） 
No. 種コード 種名 分布妥当性 生活形等 生息環境 依存する生息場

1 500002 スナヤツメ類 淡水魚 下流域の砂底 8 連続する瀬と淵
2 500003 シベリアヤツメ 純淡水魚 - 8 連続する瀬と淵
3 500004 カワヤツメ 回遊魚 砂泥～砂礫質の河床 8 連続する瀬と淵
4 500015 ニホンウナギ 回遊魚 中～下流域の川底 99 ※環境要素との関係は薄い
5 500039 コイ 99 ※環境要素との関係は薄い
6 500043 ギンブナ 9 ワンド･たまり
7 500046 キンブナ 淡水魚 緩流域 9 ワンド･たまり
8 500051 ヤリタナゴ 淡水魚 ワンド等 9 ワンド･たまり

9 500057 カネヒラ 純淡水魚
二枚貝、細流、水路、河川緩

流、湖沼
9 ワンド･たまり

10 500058 イチモンジタナゴ 純淡水魚
二枚貝、ワンド、農業水路、
湖沼、抽水植物、泥底

9 ワンド･たまり

11 500060 ゼニタナゴ 純淡水魚
二枚貝、大河川下流、湖沼、

ため池、軟泥
9 ワンド･たまり

12 500062 ニッポンバラタナゴ 淡水魚 ワンド等 9 ワンド･たまり

13 500063 カゼトゲタナゴ 純淡水魚
二枚貝、浅い支流、灌漑水

路、水草、砂礫底、緩流部
9 ワンド･たまり

14 500064 スイゲンゼニタナゴ 9 ワンド･たまり
15 500070 オイカワ 8 連続する瀬と淵
16 500071 カワムツ 8 連続する瀬と淵
17 500076 ヤチウグイ 純淡水魚 - 9 ワンド･たまり
18 500077 アブラハヤ 純淡水魚 砂礫底、淵からとろ 8 連続する瀬と淵
19 500080 マルタ 回遊魚 砂礫底 8 連続する瀬と淵
20 500082 エゾウグイ 淡水魚 緩やかな瀬淵 8 連続する瀬と淵
21 500083 ウグイ 純淡水魚 砂礫底、浮石状態の礫底 8 連続する瀬と淵
22 500084 モツゴ 9 ワンド･たまり

23 500088 カワヒガイ
遠賀川は自然分布

域
淡水魚 中～下流の砂礫底、貝類 8 連続する瀬と淵

24 500091 タモロコ 9 ワンド･たまり
25 500094 ゼゼラ 淡水魚 よどみの砂礫底 8 連続する瀬と淵
26 500096 ツチフキ 淡水魚 緩流域の砂底 9 ワンド･たまり
27 500099 ニゴイ 99 ※環境要素との関係は薄い

28 500104 アユモドキ
天然記念物（琵琶

湖淀川水系、吉井

川・旭川・高梁川水

純淡水魚 水田、一時的水域 9 ワンド･たまり

29 500105 ドジョウ 淡水魚 緩流域 9 ワンド･たまり
30 500109 シマドジョウ 純淡水魚 細流、湧水、砂底 8 連続する瀬と淵
31 500110 ヤマトシマドジョウ 九州北部と山口 淡水魚 緩流域の砂底 9 ワンド･たまり
32 500118 フクドジョウ 99 ※環境要素との関係は薄い
33 500119 エゾホトケドジョウ 純淡水魚 - 9 ワンド･たまり
34 500120 ホトケドジョウ 淡水魚 湧水のある流れ 14 湧水地
35 500124 ギギ 純淡水魚 石の下、隙間 8 連続する瀬と淵
36 500126 ギバチ 淡水魚 中～上流域の瀬淵 8 連続する瀬と淵
37 500130 ナマズ 9 ワンド･たまり
38 500131 アカザ 淡水魚 中～上流域の瀬淵 8 連続する瀬と淵
39 500134 シシャモ 回遊魚 - 90 ※河口域
40 500139 アユ 回遊魚 砂礫底、仔魚は砂浜海岸 8 連続する瀬と淵
41 500143 シラウオ 汽水・海水魚 砂底 90 ※河口域
42 500144 イシカワシラウオ 汽水・海水魚 海域（岩礁域砂礫底） 90 ※河口域
43 500153 ニッコウイワナ 淡水魚 上流域の瀬淵 8 連続する瀬と淵
44 500157 サケ 8 連続する瀬と淵
45 500165 サクラマス 回遊魚 中流域の淵 8 連続する瀬と淵
46 500166 サクラマス(ヤマメ） 回遊魚 中流域の淵 8 連続する瀬と淵

47 500168 サツキマス（アマゴ） 純淡水魚
淵から瀬にかけての河川水

が浸透する礫底
8 連続する瀬と淵

48 500182 メダカ類 淡水魚 ワンド･細流 9 ワンド･たまり
49 500196 トミヨ属淡水型 淡水魚 ワンド等 9 ワンド･たまり
50 500201 イバラトミヨ雄物型 雄物川水系 淡水魚 ワンド等 9 ワンド･たまり
51 500240 カマキリ 回遊魚 中流域の瀬淵 8 連続する瀬と淵
52 500241 カジカ 陸封型 中～上流域の瀬淵 8 連続する瀬と淵
53 500242 カジカ中卵型 回遊魚 中～下流域の瀬淵 8 連続する瀬と淵
54 500245 ハナカジカ 純淡水魚 - 8 連続する瀬と淵
55 500246 エゾハナカジカ 回遊魚 - 8 連続する瀬と淵
56 500261 オヤニラミ 純淡水魚 岸辺、緩流、水草。 9 ワンド･たまり
57 500262 スズキ 90 ※河口域
58 500278 ブルーギル 95 ※外来種のため評価しない
59 500279 オオクチバス 95 ※外来種のため評価しない
60 500280 コクチバス 95 ※外来種のため評価しない
61 500404 チワラスボ 汽水・海水魚 泥干潟 11 干潟
62 500405 シロウオ 回遊魚 河口～下流域の転石 90 ※河口域
63 500410 ヒモハゼ 汽水･海水魚 干潟 11 干潟
64 500432 タビラクチ 汽水・海水魚 泥干潟 11 干潟
65 500435 トビハゼ 汽水･海水魚 干潟 11 干潟
66 500476 アシシロハゼ 90 ※河口域
67 500486 マサゴハゼ 汽水･海水魚 干潟 11 干潟
68 500525 カワヨシノボリ 99 ※環境要素との関係は薄い
69 500529 ヌマチチブ 99 ※環境要素との関係は薄い
70 500530 チチブ 汽水・海水魚 河口～下流域の転石 90 ※河口域
71 500587 クサフグ 汽水･海水魚 河口域 90 ※河口域
72 501520 スミウキゴリ 淡水魚 中～下流の水草域 9 ワンド･たまり
73 501525 エドハゼ 汽水･海水魚 干潟 11 干潟
74 501526 チクゼンハゼ 汽水・海水魚 干潟の砂底 11 干潟

75 501527 クボハゼ 汽水・海水魚
干潮時に瀬淵が出来る砂礫

干潟（砂のみはダメ）
11 干潟

76 501530 ビリンゴ 90 ※河口域
77 501532 ジュズカケハゼ 純淡水魚 下流域、泥底、植物 9 ワンド･たまり
78 1000223 ニホンイトヨ 90 ※河口域

79 3000465
ウツセミカジカ（回遊
型）

回遊魚 - 8 連続する瀬と淵

80 3000732 キタノアカヒレタビラ 秋田～新潟 淡水魚 ワンド･細流 9 ワンド･たまり

81 3000822 コシノハゼ
ジュズカケハゼ鳥

海山麓型 淡水魚
ワンド等 9 ワンド･たまり

82 3000823
ムサシノジュズカケ
ハゼ

ジュズカケハゼ関

東型
淡水魚 中流域の湧水のあるたまり 14 湧水地

83 3000883 フナ類 9 ワンド･たまり

84 3000884
オンガスジシマドジョ
ウ

遠賀川水系固有 淡水魚 緩流域 9 ワンド･たまり

出典：国土技術政策総合研究所・河川研究部・河川研究室提供資料

表－２ 現行「依存する生息場の対応表」（魚類）
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な環境（エコトーン）を消失させやすいことなどの理

由から本評価では湛水域をマイナス評価としている 1) 。

この点に関し、「手引き（案）」巻末-19では、「代表区

間選定シートで選定した「注目種」が湛水域に依存す

る場合、湛水域をマイナス評価として加点しない考え

方もある。湛水域が典型的でない河川環境区分におい

て湛水域を「代表区間」にすると、改善時の手本として

使いにくくなることに留意が必要である。」としている。

このため、「開放水面」を他の評価対象とする生息場と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単純に横並びに挙げるのは好ましくないと判断される

ものの、環境に関しても何らかの指標の設定が必要と

考えた。 

４－２ 「注目種と依存する生息場」の課題の整理 

前項で挙げた点を踏まえ、「注目種と依存する生息場の

課題」について、表－４に整理した。なお、この他共通事

項としてシートの使いやすさを念頭に、分布は局地的で

あるものの地域を代表するような種の追加、依存する環

境が近似する近縁な種群の類型化、用語の統一（生物場

→生息場、重要種、着目種→注目種）の 3 点を追加する

こととした。 

 

 

共通事項 

（１）掲載種の抽出過程の明確化 

（２）地域の特産種の掲載 

（３）依存環境が近似する近縁種群の類型化 

（４）評価対象外だが重要な指標性の付与 

（５）用語の統一化 

魚   類 ・成長過程を通じた生息場の変化の考慮 

鳥   類 ・渡り区分を踏まえた生息場の変化の考慮 

 

５．課題に対する対応 

５－１ 共通事項 

（１）掲載種の抽出過程の明確化 

現行掲載種の抽出過程を再現したところ、以下図－

４に示す選定過程によると考えられた。検討は平成27

年に実施されており、河川水辺の国勢調査の結果（3巡

分）をベースに、確認頻度の低い種や河川との関わり

が低いと考えられた種を除くことでリストを作成して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表－３ 現行「依存する生息場の対応表」（鳥類） 

表－４ 現行「注目種と依存する生息場」の課題の整理 

No. 種コード 種名 分布妥当性 生活形等 生息環境 依存する生息場

1 500600 カイツブリ 湿地･開放水面 5 水生植物帯

2 500604 カンムリカイツブリ 冬鳥 開放水面 10 湛水域

3 500640 カワウ 10 湛水域

4 500641 ウミウ 99 ※環境要素との関係が薄い

5 500647 ヨシゴイ 夏鳥 ヨシ原 5 水生植物帯

6 500655 ササゴイ 夏鳥 川(餌場) 5 水生植物帯

7 500659 チュウサギ 夏鳥 湿地･水辺 5 水生植物帯

8 500661 カラシラサギ 旅鳥 湿地･水辺 5 水生植物帯

9 500663 アオサギ 5 水生植物帯

10 500665 コウノトリ 冬鳥/留鳥 水田､湖沼､広い河川 5 水生植物帯

11 500674 マガン 冬鳥 湿地･開放水面 10 湛水域

12 500676 ヒシクイ 冬鳥 湿地･開放水面 10 湛水域

13 500685 コハクチョウ 冬鳥 湖沼､河口､広い川､水田 10 湛水域

14 500688 ツクシガモ 冬鳥 広い干潟､水田 11 干潟

15 500691 オシドリ 留鳥 上流の淵 8 連続する瀬と淵

16 500692 マガモ 湿地･開放水面 10 湛水域

17 500695 コガモ 湿地･開放水面 10 湛水域

18 500697 ヨシガモ 湿地･開放水面 10 湛水域

19 500698 オカヨシガモ 湿地･開放水面 10 湛水域

20 500699 ヒドリガモ 湿地･開放水面 10 湛水域

21 500702 シマアジ 10 湛水域

22 500723 ミコアイサ 冬鳥 湖沼､大きな川 10 湛水域

23 500726 カワアイサ 湿地･開放水面 10 湛水域

24 500727 ミサゴ 留鳥 河川敷に広く出現 99 ※環境要素との関係が薄い

25 500728 ハチクマ 夏鳥 林 2 河辺性の樹林･河畔林

26 500730 オジロワシ 冬鳥 河口域 90 ※河口域

27 500731 オオワシ 冬鳥 河口域 99 ※環境要素との関係が薄い

28 500732 オオタカ 留鳥 草地･林 1 低・中茎草地

29 500734 ツミ 留鳥 林 99 ※環境要素との関係が薄い

30 500735 ハイタカ 留鳥 草地･林 1 低・中茎草地

31 500736 ケアシノスリ 99 ※環境要素との関係が薄い

32 500739 サシバ 夏鳥 草地･林 1 低・中茎草地

33 500740 クマタカ 99 ※環境要素との関係が薄い

34 500746 ハイイロチュウヒ 冬鳥 湿原､水田 99 ※環境要素との関係が薄い

35 500748 チュウヒ 留鳥 ヨシ原 5 水生植物帯

36 500750 ハヤブサ 留鳥 河川敷に広く出現 99 ※環境要素との関係が薄い

37 500751 チゴハヤブサ 夏鳥 林 99 ※環境要素との関係が薄い

38 500752 コチョウゲンボウ 冬鳥 農耕地､干拓地､海岸 99 ※環境要素との関係が薄い

39 500755 チョウゲンボウ 留鳥 川､河口､農耕地 99 ※環境要素との関係が薄い

40 500759 ウズラ 留鳥 水辺の草地 1 低・中茎草地

41 500772 クイナ 留鳥/冬鳥 湿原 5 水生植物帯

42 500777 ヒクイナ 夏鳥 ヨシ原 5 水生植物帯

43 500790 コチドリ 夏鳥 河原､砂浜､干拓地 3 自然裸地

44 500791 イカルチドリ 留鳥 中流より上の河原 3 自然裸地

45 500792 シロチドリ 留鳥 砂泥の裸地 3 自然裸地

46 500799 ケリ 夏鳥 水田･湿地 5 水生植物帯

47 500811 ハマシギ 旅鳥 干潟 11 干潟

48 500825 アカアシシギ 旅鳥 干潟､水田､湖沼畔 11 干潟

49 500827 アオアシシギ 11 干潟

50 500832 タカブシギ 3 自然裸地

51 500839 ダイシャクシギ 旅鳥/冬鳥 干潟､水田､干拓地 11 干潟

52 500845 ヤマシギ 99 ※環境要素との関係が薄い

53 500847 タシギ 3 自然裸地

54 500850 オオジシギ 旅鳥 湿った草地 1 低・中茎草地

55 500853 セイタカシギ 冬鳥 干潟 11 干潟

56 500858 ツバメチドリ 11 干潟

57 500871 ウミネコ 99 ※環境要素との関係が薄い

58 500872 ズグロカモメ 冬鳥 海岸､河口干潟 11 干潟

59 500892 コアジサシ 夏鳥 砂礫地 3 自然裸地

60 500920 アオバト 留鳥 良く茂った広葉樹林 99 ※環境要素との関係が薄い

61 500935 トラフズク 99 ※環境要素との関係が薄い

62 500937 コノハズク 99 ※環境要素との関係が薄い

63 500942 フクロウ 99 ※環境要素との関係が薄い

64 500943 ヨタカ 夏鳥 林 2 河辺性の樹林･河畔林

65 500947 ヤマセミ 留鳥 山麓～山地の渓流 99 ※環境要素との関係が薄い

66 500949 アカショウビン 夏鳥 良く茂った林､渓流 99 ※環境要素との関係が薄い

67 500952 カワセミ 10 湛水域

68 500954 ブッポウソウ 夏鳥 低地～山地の杉林 99 ※環境要素との関係が薄い

69 500963 オオアカゲラ 留鳥 山地の林 99 ※環境要素との関係が薄い

70 500972 ヒバリ 1 低・中茎草地

71 500974 ショウドウツバメ 99 ※環境要素との関係が薄い

72 500975 ツバメ 99 ※環境要素との関係が薄い

73 500977 コシアカツバメ 夏鳥 建造物に営巣 99 ※環境要素との関係が薄い

74 500978 イワツバメ 99 ※環境要素との関係が薄い

75 500984 セグロセキレイ 留鳥
海岸､河口の砂地､川岸､水

田､畑
3 自然裸地

76 500993 サンショウクイ 夏鳥 林 2 河辺性の樹林･河畔林

77 500996 チゴモズ 夏鳥 林 2 河辺性の樹林･河畔林

78 500998 アカモズ 夏鳥 林 1 低・中茎草地

79 501014 コルリ 99 ※環境要素との関係が薄い

80 501018 ノビタキ 99 ※環境要素との関係が薄い

81 501037 ツグミ 1 低・中茎草地

82 501053 オオヨシキリ 夏鳥 河口､川岸､湖沼畔のヨシ原 5 水生植物帯

83 501076 コサメビタキ 99 ※環境要素との関係が薄い

84 501077 サンコウチョウ 99 ※環境要素との関係が薄い

85 501088 メジロ 99 ※環境要素との関係が薄い

86 501096 ホオアカ 99 ※環境要素との関係が薄い

87 501099 カシラダカ 1 低・中茎草地

88 501104 ノジコ 夏鳥 林 2 河辺性の樹林･河畔林

89 501108 オオジュリン 夏鳥/冬鳥 湿原/低地のヨシ原 5 水生植物帯

90 501116 アトリ 99 ※環境要素との関係が薄い

91 501117 カワラヒワ 1 低・中茎草地

92 501125 イスカ 99 ※環境要素との関係が薄い

93 501131 イカル 留鳥 低地～山地の落葉広葉樹林 99 ※環境要素との関係が薄い

94 501151 ムクドリ 1 低・中茎草地

95 501165 ミヤマガラス 99 ※環境要素との関係が薄い

出典：国土技術政策総合研究所・河川研究部・河川研究室提供資料 図－４ 現行「手引き（案）」における「注目種」

の選定手順

【リスト作成のための準備】
• 検討対象は、109⽔系の河川⽔辺の国勢調査確認種データ（1

〜3巡）
• ⽔系別，種別の確認個体数⼀覧表に展開
• 確認種は検討時最新の河川⽔辺の国勢調査⽬録（2017.10

版）で種名の変更・合算

【ステップ１】
• 抽出種のうち、河川⽔辺の国勢調査⽬録の「種」レベルに該

当した種を抽出

【ステップ２】
• 確認頻度（確認地域，河川数，個体数）の少ない種を削除
• ただし分布が限定されるが特筆すべき種は適宜選定

【ステップ３】
• 河川への依存度が低い種，飼育品種，まれな外来種を削除

【ステップ４】
• 各種⽂献により依存する環境について整理
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図－４のフローに対し、課題として挙げられた（表－

４）、地域の特産種の掲載、依存環境が近似する近縁種群

の類型化、評価対象外の環境要素の取扱い、及び魚類・鳥

類それぞれの課題等に対応したフローを設定した（図－

５）。なお、河川を利用する種の分類の見直しは、河川水

辺の国勢調査スクリーニング委員会を通じて毎年行われ

ている。「注目種と依存する生息場」のリストについても、

掲載種の分類・名称等、常に見直されるべきと考えられ

る。従って、情報更新の仕組みづくりとして、スクリーニ

ング委員会の成果となる「河川水辺の国勢調査 確認種

目録」の更新に合わせ、本リストの情報更新を合わせて

行うものとして、フロー中の右上に記載している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（２）地域の特産種等の掲載 

魚類、鳥類それぞれに関し、これまで除外してきた確

認例の少ない地域の特産種等についても、河川環境の指

標になりうる種についてはリストに含めるものとした。

河川水辺の国勢調査 3 巡のデータに基づき、地域的な分

布の傾向が強いと考えられる13種を表－５に示す。ほと

んどの種が「環境省レッドリスト2020」において絶滅危

惧種に指定されている。特に、ヤマトイワナ（瀬と淵に生

息）、オオヨシゴイ（ヨシ原で繁殖）、オガワコマドリ（ヨ

シ原で越冬）は数件の確認例であるが、河川環境に関わ

りが深く今後の確認件数の変化の可能性等を踏まえ追加

した。表－５に新たにリストに追加した種のうち、単一

地域のみの確認種を例示した。なお、複数地域の確認種

を含めると掲載種数は約2倍となる。 

 

分類 No. 種和名 
水国確認

数 

水国確認

地域 

環境省ﾚ

ｯﾄﾞﾘｽﾄ*

魚類 1 イタセンパラ 8 中部 ＣＲ 

2 セボシタビラ 44 九州 ＣＲ 

3 ヒナイシドジョウ 11 四国 ＥＮ 

4 ネコギギ 13 中部 ＥＮ 

5 アリアケギバチ 282 九州 ＶＵ 

6 イトウ 20 北海道 ＥＮ 

7 ヤマトイワナ 1 近畿 LP 

8 ビワマス 95 近畿 ＮＴ 

9 ハリヨ 46 中部 ＣＲ 

10 ヤマノカミ 1105 九州 ＥＮ 

鳥類 11 オオヨシゴイ 2 関東 ＣＲ 

12 タンチョウ 41 北海道 ＶＵ 

13 オガワコマドリ 1 九州 － 

＊環境省レッドリスト2020 CR：絶滅危惧ⅠA類，EN：絶滅危惧ⅠB類，VU：絶滅危惧Ⅱ類，

NT:準絶滅危惧，LP：絶滅のおそれのある地域個体群（紀伊半島のヤマトイワナ（キリクチ）） 

 

一方で、国外外来種や飼養品種に加え、依存する生息場

が主に河川外である種（山地性、海洋性、湖沼性）や、当

該手法が評価可能な環境要素に対応しない種（河口域（干

潟、汽水性ヨシ帯を除く）、湛水域）への依存度が高い種、

また様々な環境に適応可能で生息場との関係が曖昧な種

等に関してはリストには含めるものの、網掛けによる表示

とした。これらの考え方と主な対象種を表－６に示した。

なお、（４）で後述するが、このうち「汽水環境の産卵種」

等は重要な指標性を有する種として別途選定している。 

 

 

分

類
除外の考え方 主な対象種 

魚

類

環境指

標性が

低い種 

広範な環境適応種 

ニホンウナギ、アブラハヤ、ア

ベハゼ等一部のハゼ類、ウキ

ゴリ類等 

依存要素が水温、

産卵基質等の種 
フクドジョウ、モツゴ等 

依存環境が堤内

地、または極端な

源流性の種 

シナイモツゴ、ナガレホトケドジ

ョウ等 

依存環境

が評価対

象外の種

海域の生息種 イシカワシラウオ 

汽水環境の産卵

種 

エツ、シシャモ、キュウリウオ、

アリアケシラウオ、アリアケヒメ

シラウオ、シラウオ 

琵琶湖適応種 ホンモロコ、ビワコオオナマズ 

様々な環境で確認されている

分類途上の種群 
ミミズハゼ類 

鳥

類

環境指

標性が

低い種 

広範な環境適応種 ヒヨドリ、ムクドリ、ハト、トビ等 

人工環境への適

応種 
チョウゲンボウ、イワツバメ等 

依存環境

が評価対

象外の種

海域の生息種 
カイツブリ類の一部、ウ類の一

部、潜水カモ類 

開放水面の利用

種 
カモ類、カモメ類 

水田の利用種 
水面採食カモ類、ケリ、タマシ

ギ、タゲリ 

丈の低い草地・管

理草地の利用種 
オオジシギ、タヒバリ類 

山地性の種 
オオルリ、ヨタカ、アマツバメ、

エナガ等 

托卵性の種 カッコウ 

荒地性の種 サバクヒタキ 

図－５ 「注目種」選定のための抽出フロー 

表－５ 新たに追加した地域の特産種等（一部を例示）

表－６ 網掛け表示とした種とその考え方 

※注⽬種の選定は、本リストに未掲載の種であっても河川の実状を踏まえ適宜設定するこ
とでよい。また河川の実状に合わせて「依存する⽣息場」を適宜設定することでよい。

1．河川⽔辺の国勢調査確認種のリスト化
既往確認種をリスト化し、種名の統⼀、確認状況を整理（3巡まで整理済み）

２．種の絞り込み
上記結果を基に、⽂献、スクリーニング委員への聞き取り情報に基づき、国
外外来種、海域の⽣息種、飼養品種、例外的な確認種を除外

ただし、確認件数は少ないが、地域に特筆すべき種や河川に依存度が⾼い種
は含める

３-１.⿂類︓種の⽣態情報を整理
⽣息場の利⽤状況を、産卵場、仔稚
⿂の揺籃場、成⿂の⽣息場に分けて
整理

汎⽤性を踏まえ、⽣息場の共通する
近縁種群を類型化

３-２.⿃類︓種の⽣態情報を整理
⽣息場の利⽤状況を、繁殖期、渡
り期、越冬期に分けて整理

汎⽤性を踏まえ、⽣息場の共通す
る近縁種群を類型化

４．⽣態情報を踏まえた種の抽出
 各種の産卵/営巣、⽣息/採⾷場となる⽣息場を抽出し、評価対象とする10
環境要素への当てはまりより種を抽出

 環境指標性が低い種*、依存環境が評価対象外**の種は除外
*広範な環境適応種、⼈⼯環境への適応種（⿃類）、依存要素が⽔温、産卵基質等の

種、依存環境が堤内地（ため池）や極端な源流に限定される種、海域の⽣息種、
琵琶湖適応種、様々な環境で確認されている分類途上の種群

**「開放⽔⾯」「⽔⽥」「丈の低い草地（管理草地）」「⼭地」「托卵性」「荒地
性（河川に限らない）」

 環境指標性が低い種や、10環境要素とは異なる環境への依存種についても、
以下の指標の該当種は備考欄に指標性を記載

「⽔域の縦断連続性（海域~河川域、汽⽔域、河川内）」「氾濫原性」「伏
流⽔を伴う河床の多孔質性」「開放⽔⾯」「河岸の⼟壁」

河川⽔辺の国勢調査確認種⽬録
の更新に合わせて⾒直し
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（３）依存環境が近似する近縁種群の類型化 

現行のリストでは、スナヤツメ類、メダカ類、フナ

類、のように依存環境を同じくする近縁種が類型化さ

れている（表－１）。そこで、今回の見直しに際しても、

生息や産卵環境が類似しており、一括りに扱うことが

できる種群の類型化を含めることとした。この結果を

表－７に示す。 

１）魚類 

魚類では、二枚貝に産卵するタナゴ類、氾濫原性のシ

マドジョウ類、水草で巣を作って産卵するトゲウオ類な

どを含めた4) 。 これらに関しては、既往知見や学識者意

見を参考に、生息環境の差異を基に、タナゴ類の流水性、

止水性、流水・止水適応性8) やシマドジョウ類の上流性、

中流性、下流性9) などの中位の分類も取り入れるものと

した。また、これらの類型化は、あくまでユーザーの使い

やすさを目的に設定したものであるため、対象河川にお

ける正確な生息情報が得られている場合などを想定し、

類型に含まれる個別の種についても、リスト中にそのま

ま残すものとした（ただし、後述する分類途上のミミズ

ハゼに関しては類型した「ミミズハゼ類」のみを掲載し

た）。なお、魚類には「陸封」といった河川在留型、ある

いはダム湖などの人為的な広い止水域を海に見立てて生

息する生活型が存在し、マス類、ヨシノボリ類、アユやワ

カサギなど4) 10) が知られる。一方でこれらの種の多くは、

回遊性と陸封性に可逆性が認められる 11) 12) 13) こともあ

り、類型を複雑化させることなどの理由により、採用し

ないこととした。なお、特筆すべき分類群としては、魚類

のうちミミズハゼ類が挙げられる。本分類群は、海水性、

汽水性の生息種を含み、現在までに約14種が知られる他、

分類不詳の少なくとも 5 種に標準和名がつけられている
14) 。このため、現況では正確な種と依存する環境が体系

化できていない。しかしながら、河川下流域から中流域

内の記録種は、基本的に伏流水が存在する空隙の大きな

河床中に潜む性質を有している。こうした環境は近年資

源量の減少が叫ばれている水産上有用種のシロウオの産

卵場15) 16) や、他の多くのハゼ類が生息・産卵場として利

用する環境と類似する17) 18) ことから、現時点では暫定的

に「ミミズハゼ類」として扱った。 

２）鳥類 

鳥類に関しては、サギ類のみを掲載した。検討の過程

では、カモ類（水面採食型、潜水採食型、魚食型）19) 20) や、

シギ・チドリ類（泥干潟性、砂浜性、干潟砂浜中間性、沿

岸・淡水湿地性、淡水湿地性）21) といった類型化も試み

たが、前者は後述する「開放水面」への依存種が多いこ

と、後者は環境要素とのゆらぎが大きく一般化しにくい

ことから未掲載とした。 

 
分

類
類型化 対象種群 

依存する

環境 

魚

類

タナゴ類 
流水性 

ヤリタナゴ、アブラボテ、ア

カヒレタビラ、カゼトゲタナゴ

ワンド・た

まり 

止水性 

カネヒラ、イチモンジタナゴ、

イタセンパラ、ミナミアカヒレ

タビラ、キタノアカヒレタビ

ラ、ゼニタナゴ、ニッポンバ

ラタナゴ、スイゲンゼニタナ

ゴ 

ワンド・た

まり 

流水・止

水適応

性 

タナゴ、シロヒレタビラ、セボ

シタビラ 

ワンド・た

まり 

ニゴイ類 
ニゴイ、コウライニゴイ 

連続する

瀬と淵 

シマドジョ

ウ類 

上流性*
アジメドジョウ、イシドジョ

ウ、ヒナイシドジョウを含む 

連続する

瀬と淵 

中流性 
シマドジョウ種群、ヤマトシ

マドジョウを含む 

連続する

瀬と淵 

下流性 

スジシマドジョウ種群（オオ

ガタスジシマドジョウ、コガタ

スジシマドジョウ（亜種サン

ヨウコガタスジシマドジョウ、

トウカイコガタスジシマドジョ

ウ、サンインコガタスジシマ

ドジョウ、ビワコガタスジシ

マドジョウ、ヨドコガタスジシ

マドジョウ）、ナミスジシマド

ジョウ（亜種オンガスジシマ

ドジョウ、ハカタスジシマドジ

ョウ、アリアケスジシマドジョ

ウ、タンゴスジシマドジョウ）

を含む 

水生植物

帯 

 
トゲウオ

類 

回遊性 
イトヨ、ニホンイトヨのうち両

側回遊性の種 

ワンド・た

まり 

 汽水性 
イトヨ、ニホンイトヨ、トミヨ類

のうち、汽水域性の種 

ワンド・た

まり 

  淡水性 カジカ、ハナカジカ 
連続する

瀬と淵 

 

カジカ類 

回遊性

海産卵 
ヤマノカミ、カマキリ 

連続する

瀬と淵 

 
回遊性

川産卵 

カジカ中卵型、ウツセミカジ

カ（琵琶湖型）、ウツセミカジ

カ（回遊型）、カンキョウカジ

カ、エゾハナカジカ 

連続する

瀬と淵 

 ミミズハゼ類 －（分類途上のため含めず）
連続する

瀬と淵 

 干潟性ハゼ類 
キセルハゼ、クボハゼ、エド

ハゼ、チクゼンハゼ 

干潟 

 ジュズカケハゼ類 

ジュズカケハゼ、コシノハ

ゼ、ムサシノジュズカケハ

ゼ、ホクリクジュズカケハゼ

ワンド・た

まり 

 

ヨシノボリ

類 

回遊性 

シマヨシノボリ、ルリヨシノボ

リ、オオヨシノボリ、クロヨシ

ノボリ、ゴクラクハゼ、旧トウ

ヨシノボリ類 

連続する

瀬と淵 

 
河川・流

水性 
カワヨシノボリ 

連続する

瀬と淵 

 
池沼・止

水性 

クロダハゼ、シマヒレヨシノ

ボリ、オウミヨシノボリ 

ワンド・た

まり 

鳥

類 サギ類 
ダイサギ、チュウサギ、コサ

ギ、アマサギ、アオサギ 

ワンド・た

まり 

*上流性シマドジョウ類に含めたアジメドジョウはシマドジョウ類に

は分類上含まれないが、生態的に似るため便宜上含めた

表－７ 類型化を行った分類群 
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（４）その他の重要な環境指標 

環管シートでは河川に特徴的かつ重要な 12 の環境要素

（当初61から12に絞り込み1 )）を評価対象として、その

多様性を評価する方法となっている。一方で、一般的な自

然再生計画等においては上記 12 の環境要素には含まれな

い「水域の連続性」，「河床の多孔質性」などの河川生態系

上の重要な指標が考慮されていることが多い。この点を踏

まえ、12の環境要素とは別に、注目種がその生活史におい

て必要とする河川環境の特性を基に、顕現される重要な河

川環境要素を設定した(例：通し回遊魚であるアユ→「海域

から河川域の縦断連続性」を指標)。 

１）魚類 

魚類に関しては、水域の連続性に注目した。河川生態学的

な観点より、魚類の生息環境に必要な水域の連続性には、図

－６に示す縦断方向の連続性、横断方向の連続性、鉛直的連

続性の3次元方向への水文学的連続性が提唱されている。通

し回遊魚の生活サイクルの基盤となる海域から河川上流域ま

での縦断方向の連続性22) 、氾濫原性の魚類の生活サイクルの

基盤となる河川とその接続水域（特に氾濫原）における横断

方向の連続性23) 24) 、流水などの河床間隙における鉛直的連続

性25)が相当する。こうした水域の連続性に着目し、これらの

環境の存在を顕現する種について指標種とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
➀海域～河川域の縦断連続性 

河川の水域の連続性は「魚がのぼりやすい川づくりの手

引き」27) をはじめ、多自然川づくりの基本認識 28) 29)であ

る。特に通し回遊魚を対象とした魚類の遡上、降河、降海

できる河川の保全・再生は、水産上の観点も含め、健全な

河川生態系の指標として重要である30) 31) 。このため、サ

ケ･マスやアユといった主要な漁業対象種を始め、ヤツメ

ウナギ類、遡河性ウグイ類、回遊性のトゲウオ類、カジカ

類、ハゼ類を加えた。なお、⑤で詳述するが、分類途上の

ミミズハゼ類も加えている。 

②汽水域の縦断連続性・健全性 

近年多自然川づくりの一環として、汽水環境の保全に関

する議論が高まっている背景 32) 33)を踏まえ、河川中上流域

まで遡上しないものの、汽水域に強く依存する種を含めた。

特に汽水上流端の砂礫地に産卵するシシャモ（北海道太平

洋岸）、キュウリウオ（北海道、東北）、砂地に産卵し、汽

水域内で一生を終えるアリアケヒメシラウオ（九州 筑後

川、緑川）、汽水域上流端に浮遊性の卵を産み、卵や仔魚が

汽水域内を往来しながら成長するエツ（九州 筑後川、六角

川、緑川）、汽水域上流端の水草に産卵するクルメサヨリ

(本州、九州)、汽水域上流端でオスが育児するヨウジウオ

類（本州、四国、九州、沖縄）などを汽水環境に強く依存

する種として含めた4) 。なお、⑤で詳述するが、分類途上

のミミズハゼ類も加えている。 

 

 

分

類
指標と選定種の考え方 対象種（群） 

魚

類

①海域～河

川域の縦断

連続性 
海域から河川域の

遡上可能な水域連

続性を指標する通

し回遊魚 

シベリアヤツメ、カワヤツ

メ、ジュウサンウグイ、マル

タ、アユ、アメマス、サケ、カ

ラフトマス、サクラマス、回

遊性トゲウオ類、回遊性カ

ジカ類（海産卵）（川産卵）、

カワアナゴ、チチブモドキ、

回遊性ヨシノボリ類、、ミミズ

ハゼ類 

②汽水域の

縦断連続

性・健全性 

汽水域上流端での

産卵種や、仔稚魚

の生育に一定規

模の汽水区間が

必要な魚種、また

は成魚が汽水環

境を好む魚種 

エツ、シシャモ、キュウリウ

オ、アリアケシラウオ、アリ

アケヒメシラウオ、シラウ

オ、クルメサヨリ、汽水性ト

ゲウオ類、カワヨウジ、イッ

センヨウジ、テングヨウジ、

アカメ、シロウオ、ミミズハゼ

類 

③河川内の

縦断連続性

河川域の遡上可

能な水域連続性を

指標する河川内回

遊性の魚種 

ニゴイ類（ニゴイ、コウライニ

ゴイ）、イトウ、ビワマス、ウ

ツセミカジカ 

 ④氾濫原性

堤内外の水域連

続性を指標する水

田等や水路での

産卵魚種 

オオキンブナ、ギンブナ、流

水性タナゴ類、止水性タナ

ゴ類、止水・流水適応性タナ

ゴ類、カワバタモロコ、ヌマ

ムツ、タモロコ、ゼゼラ、ツ

チフキ、アユモドキ、ドジョ

ウ、下流性スジシマドジョウ

種群、ナマズ、メダカ類 

 

⑤伏流水を

伴う河床の

多孔質性 

伏流水や湧水を伴

う河床間隙水域の

生息魚種 

上流性シマドジョウ類（アジ

メドジョウ、イシドジョウ、ヒ

ナイシドジョウ）、ミミズハゼ

類 

鳥

類

①開放水面

広い開放水面を主

に休息場として利

用するカモ類等の

鳥類種 

ハジロカイツブリ、ミミカイツ

ブリ、カワウ、トモエガモ、オ

ナガガモ、ハシビロガモ、ホ

シハジロ、キンクロハジロ、

スズガモ、シノリガモ、ホオ

ジロガモ、ユリカモメ 

②河岸の土

壁 

河岸の土壁に横

穴を掘って営巣地

とする鳥類種 

カワセミ、ヤマセミ 

表－７ その他の重要な環境指標 

川西・井上（2018）26)を改図 

図－６ 魚類の生息環境に必要な水域の連続性 
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③河川内の縦断連続性 

ここでは、海域を経由しないが、河川内を長距離回遊

する種群を対象とした。指標としては、河川の縦断方向

における水域の連続性であり、①や②に含まれない種群

を補完する内容として設定している。具体的には、近年

の研究で、汽水域から中流域まで広く河川内を回遊する

ことがわかったニゴイ 34)と下唇の発達程度により識別さ

れるコウライニゴイ35) からなる「ニゴイ類」、自然度の高

い北海道の平野部の下流河川に生息し産卵のために上流

への行き来を繰り返すイトウ 4) 36)、琵琶湖流入河川を遡

上降下するビワマス4) 37)、ウツセミカジカ4) を含めた。 

④氾濫原性 

かつての平野を流れる自然状態の河川では、梅雨や台

風時には毎年のように洪水を起こし、氾濫原と呼ばれる

地形に様々な浅い湿地を形成していた。氾濫原に形成さ

れる湿地は、今日の河川における堤外ではワンド・たま

り、堤内では流路の自然短絡によって取り残された河跡

湖（三日月湖）、後背湿地に形成される浅い沼沢地やクリ

ーク、分流などの地形が含まれる38) 。特に堤内の氾濫原

は、現在その多くが水田に置き換わっており、水田周辺

で見られる淡水魚の多くは、水田が作られる以前はこれ

らの湿地を利用していたと考えられている39) 。こうした

氾濫原環境を産卵や仔稚魚の揺籃場として利用する魚種

は、河川と堤内湿地との連続性の指標となりうる（図－

７）。また、河道内外の水域の連続性は、河川内の生物多

様性にも重要な因子となっており、各地で再生の取り組

みが行われている40) 41) 42) 。このような観点から、氾濫

原湿地の生息種として細谷（2009）39)、中島ら（2010）43) 

の知見を参考に指標種を選定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
指標種としてフナ類のうち、ギンブナとオオキンブナ

を挙げた。中島らの研究では、ゲンゴロウブナも含まれ

たが釣魚として移入により広まっている実態を踏まえ

ここでは含めなかった。タナゴ類については、本種の産

卵母貝となるイシガイ類が氾濫原性である 8) ことから

国外外来種を除き、流水性、流水･止水適応性、止水性の

すべての掲載種を含めた。この他、カワバタモロコ、ヌ

マムツ、タモロコ、ゼゼラ、ツチフキ、アユモドキ、ド

ジョウ、下流性スジシマドジョウ種群、ナマズ、メダカ

類を含めており、いずれも農業用水路や湿地などを産卵

環境として利用する種群であると言える。なお、中島ら

の研究における氾濫原水域での確認種のうち、国外外来

種と、生態的に指標性が乏しいオオウナギ、モツゴ、移

入分布により広がっているコイ、ワタカ、湖沼にも陸封

されるドンコ、分類学的に検討中であるトウヨシノボリ

については含めないものとした。 

⑤伏流水を伴う河床の多孔質性 

前述、図－７に示した水域の連続性のうち、鉛直的連

続性として示される、河川水と地下水をつなぐ河床間隙

水域の連続性の指標種として、アジメドジョウ、上流性

シマドジョウ類、ミミズハゼ類を含めた。アジメドジョ

ウは、秋季に湧水がある河床の礫中に潜入して越冬する

ことが知られており、越冬後産卵も湧水中で行うと考え

られ44) 45) 46) 、その深さは木曽川水系の事例では河床表

面より１m近くにまで及び（池田 未発表）、伏流水を伴

う河床の多孔質性に強く依存している。上流性シマドジ

ョウ類に含まれるヒナイシドジョウについても産卵や

越冬を河床の礫中に潜入して行う 26) 。ミミズハゼ類に

ついては、現在分かっている種のうち、イドミミズハゼ、

ドウクツミミズハゼ、ネムリミミズハゼなどが地下水を

利用するとされている 47) 。また本分類群では生態的な

知見が比較的多く得られているイドミミズハゼに関し

ては47) 48) 、干潮時の流路が瀬状となるような汽水域礫

床の河床間隙水中を選好する 48) ことが観察されている。

これらより、ミミズハゼ類を当該指標の対象とした。な

お、本生息場を産卵床として利用する種には、サケ、サ

クラマス、アユ、シシャモ、ワカサギなどが知られるが
4)、これらの種は産卵床及び浮上前の仔魚期の利用にと

どまることや、すべて他の①～③の連続性に関する指標

に該当していることから含めないものとした。 

２）鳥類 

鳥類では、本評価法では評価対象としない生息場のう

ち、「開放水面」「河岸の土壁」について含めた。なお、

鳥類は移動性が大きく、前述（表－６）で挙げたように、

時として堤外地で見られる水田や、農耕地、丈の低い草

地などの環境も採餌環境として利用する5) 6) 。 こうし

た環境の扱いについて、非常に悩ましかったが、河川内

固有で見られる環境ではないとの視点から、ここでは取

り上げないものとした。 

出典：細谷（2009）39) 

図－７ 氾濫原湿地としての水田とナマズの生活環 
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➀開放水面 

「開放水面」は、冬季に渡来するカモ類、カモメ類によ

り主に利用される。カモ類による開放水面の選択性につ

いては、休息のため安全範囲の面積が広い場所であるこ

とが知られ49) 、主に休息地としての利用が多い5) 6) 50)と

考えられる。当該環境の利用種としては、夜間に周辺の

湿地や浅場で植物種子水生植物、水生昆虫などを採食す

るマガモ、コガモ、トモエガモ、ヨシガモ、オカヨシガモ、

ヒドリガモ、オナガガモ、シマアジ、ハシビロガモといっ

た水面採食性カモ類、夜間に浅い湛水域や海域で水生昆

虫、二枚貝、水生植物を採食するホシハジロ、キンクロハ

ジロ、スズガモ、シノリガモ、ホオジロガモといった潜水

採食性カモ類、魚類採食性はミコアイサ、カワアイサを

該当させた5) 6) 。カモメ類については、ユリカモメのみ

を該当させた。本種は冬鳥として渡来し、河川域を含む

内陸まで入り込むことが多いため51) 対象とした。なお、

北海道、東北で留鳥であるオオセグロカモメ、青森県八

戸市蕪島で繁殖するウミネコなど 6)、年間を通して国内

に分布するカモメ類も挙げられるが、漁港等海域への依

存度が高いと判断されたことから含めなかった。 

②河岸の土壁 

「河岸の土壁」は、カワセミ、ヤマセミの営巣地とし

て利用される生息場である。カワセミは河岸の崖地に深

さ0.5～1mの横穴を掘り営巣5) する。ヤマセミはどちら

かと言えば山地性で、同様に崖地へ1～1.6mの横穴を掘

り営巣5) する。いずれの種も護岸工事により営巣場所が

消失することが多いため5) 、本生息場をその他の評価指

標として取り上げた。 

５－２ 魚類（成長過程を通じた生息場の変化の考慮） 

魚類の成長過程を通じた生息場の変化については、表

－８に示すように、魚種ごとの成長に伴い利用する生息

場を A，B，C の標記（A：卵→産卵場、B：仔稚魚→揺籃

場、C：成魚→生息場）で図鑑、文献を基に整理した 52) 53) 

54) 55) 56) 57) 58) 59) 60) 61) 62)。水田や河口、渓流といった評価

対象外の生息場や、砂、泥といった河床材料の変化にも

着目して全27タイプの生息場を挙げた。また、魚種によ

っては様々な環境を利用することから、利用する生息場

の重複は可とした。 

一方で、現在評価対象としている生息場のうち、魚類

に関連が深い水域、水際域の生息場は 6 タイプ（水生植

物帯、連続する瀬と淵、ワンド･たまり、湛水域、干潟、

湧水池）に絞られている。このため、上記表－８中の27

タイプの生息場を、規定の 6 タイプに関連づけした。こ

の関係については表－９に示した。これらの記述を踏ま

え、河川への依存度の高さとして、種の存続に関わる産

卵場、次いで揺籃場としての生息場を優先的に「依存す

る生息場」として抽出した。この結果、掲載分類群数は、

見直し前の84 taxaを 179 taxaへ増加、類型分類群数は

3分類群を15分類群へ増加、新たに評価対象外ではある

ものの重要な指標性として 5 つの指標を追加した。結果

を巻末の表－１１に示す。 
 
 

産卵場：A、 仔稚魚の揺籃場：B、 成魚生息場：C、 

産卵・揺籃・生息場：ABC 
陸
域

水域 水域（河床） 

水
田
域 

沈
水･
浮
葉
植
生
帯

抽
水
植
物
帯 

浅
場･

棚 

深
み 

堰
の
湛
水
域 

連
続
す
る
瀬
と
淵 

大
き
な
淵 

渓
流
環
境 

泥
の
河
床 

砂
の
河
床 

砂
礫
の
河
床 

礫
河
川
の
浮
き
石
帯

岩
盤
の
露
頭
域 

 
サブ水域 汽水域 生物指標 

池･

河
跡
湖 

ワ
ン
ド
・た
ま
り 

細
流 

湧
水
地 

ア
マ
モ
場 

砂
干
潟 

泥
干
潟 

河
口
域
の
静
穏
水
域 

河
口
の
砂
礫
底 

河
口
の
砂
泥
底 

河
口
の
異
型
ブ
ロ
ッ
ク

サ
ケ
の
産
卵
場 

ア
ユ
・ウ
グ
イ
の 

産
卵
場 

 
 

成長過程を通じた 

利用環境 

関連づけた

「依存する

生息場」 

*利用環境に該当するが

「依存する生息場」に該

当しない環境 

 抽水植物帯 

 沈水･浮葉植生帯 
水生植物帯  

 深み* 

 連続する瀬と淵 

 大きな淵* 

 砂礫の河床 

 礫河川の浮き石帯 

 岩盤の露頭域* 

 サケの産卵場 

 アユ・ウグイの産卵場 

連続する瀬

と淵 

*深み 

*大きな淵 

*岩盤の露頭域 

 浅場・棚 

 池･河跡湖 

 ワンド・たまり 

 細流 

ワンド･たま

り 

*浅場・棚 

*池・河跡湖 

 堰の湛水域* 湛水域 *湛水域 

 砂干潟 

 泥干潟 
干潟  

 湧水地 湧水地  

 水田域* 

 渓流環境* 

 砂の河床* 

 泥の河床* 

 アマモ場* 

 河口域の静穏水域★ 

 河口の砂礫底★ 

 河口の砂泥底★ 

 河口の異型ブロック★ 

関連づけ不

可 、 た だ し

★印該当環

境は特記 

*左記該当環境：評価対

象とする生息場との関連

づけが困難のため、対

象外と判断 

ただし、以下環境は重

要種を多く含むため特記

した 

★河口域 

 

表－８ 成長過程を通じた生息場の変化の整理 

表－９ 利用環境と「依存する生息場」の関連づけ（魚類）
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５－３ 鳥類（渡り区分を踏まえた生息場の変化の

考慮） 

鳥類の渡り区分を踏まえた生息場の変化については、

鳥類種ごとに、地区別（北海道、本州、四国、九州、沖

縄）の渡り区分（夏鳥、留鳥、冬鳥、旅鳥）、食性、時

期（繁殖期・越冬期・渡り期）ごとの利用環境について

図鑑、文献を基に整理した63) 64) 65) 66) 67) 68) 69) 70) 71) 72) 73) 

74) 75) 76) 77) 78) 79) 80) 81)。その結果、海上、海岸、海岸崖

地、竹林、樹洞など、評価対象外としている生息場も盛

り込んだ。一方で、現在評価対象としている12の生息

場のうち、鳥類に関連が深い陸域、水際域、水域の生息

場は7タイプ（低･中茎草地、河辺性の樹林･河畔林、自

然裸地、水生植物帯、連続する瀬と淵、ワンド･たま

り、干潟）となっている。このため、種ごとに整理した

生態情報に基づき、河川と最も関わりが深くなる利用形

態（営巣･採食環境、または採食環境のいずれか）を鳥

類種ごとに選定し、上記における利用環境を「代表的な

利用環境要素」として挙げ、上記7タイプに関連づけし

た。なお、鳥類は移動性が高いことから、繁殖期におい

て河川内を採食場のみに利用する種と、営巣・採食場と

して利用する種がある。上記関連づけはこの点を念頭に

おきつつ作業を行った。この関係について表－１０に示

した。特に、これまでリスト未掲載としてきたウグイス

や、依存環境の適合性に難があると考えられたオシドリ

（連続する瀬と淵）、ヒバリ（低中茎草地）などに関し 

 

渡り区分を通じた 

利用環境 

関連づけた「依存

する生息場」 

*利用環境に該当

するが「依存する

生息場」に該当し

ない環境 

 抽水植物帯 

 淡水性ヨシ原 
水生植物帯  

 水辺の草地(湿性草地) 

 水辺の草地（多年草） 
低･中茎草地  

 河辺性落葉広葉樹林 
河辺性の樹林･河

畔林 
 

 連続する瀬と淵 連続する瀬と淵  

 ワンド･たまり ワンド･たまり  

 砂干潟 

 泥干潟 
干潟  

 砂州(砂･礫) 

 河口砂州 
自然裸地  

 広い開放水面★ 

 岩礁帯（磯場）* 

 水田域* 

 河口の砂泥底* 

 様々な環境* 

 人工構造物* 

 丈の低い草地* 

 藪化・つる植物域* 

 低地の林* 

 岩場* 

 農耕地* 

関連づけ不可 

ただし★印該当環

境は特記 

*左記該当環境：

評価対象とする生

息場との関連づけ

が困難のため、対

象外と判断 

ただし、以下環

境は重要種を多く

含むため特記した

★広い開放水面 

ては、冬季の越冬地として利用するヨシ原やワンドを依

存環境とするなど、内容を見直した。この結果掲載種数

は、見直し前の95種を185種へ増加、類型分類群数は1

分類群へ増加、新たに評価対象外ではあるものの重要な

指標性として 2 つの指標を追加した。この結果を表－１

２に示した。 

 

６．おわりに 

本研究は、河川環境管理シートの作成に際し、河川環

境評価の重みづけ指標となる「注目種と依存する環境」

に関し、現行リストの全面的な見直しを図ったものであ

る。その結果、地域性・季節性・種の成長段階等を考慮し

た大幅な掲載種数・類型分類群数の追加が図られた。さ

らに「海域～河川域の縦断連続性」といった「その他の重

要な環境指標」の追加により、定性的ではあるものの従

来の 12 環境要素にとどまらない、「注目種」が顕現する

重要な河川の環境要素を追加することができたと考えら

れる。今回の成果の活用によって、環管シートが国内の

広い地域に対応可能となるとともに、より適切な環境評

価に資することを期待したい。加えて、本稿は一連のリ

スト見直し工程の記録として、後々振り返る際に役立つ

資料になると考える。 

近年は河川分野において、「流域治水」の展開や「生態

系ネットワーク」の保全が声高に提唱されている。今回

特に力を入れた「新たな指標」に関しては、これまで提唱

されてきた氾濫原性魚種を「河川横断方向の連続性」の

指標として位置付けることで、「流域治水」や「生態系ネ

ットワーク」に必要な堤内外の水域の連続性の指標とし

て、各種計画における目標設定等への活用が期待される。 

今回作成したリストは、近年の発見に伴うヨドゼゼラ

やタニガワナマズといった新たな分類群の記載、トゲウ

オ類、ミミズハゼ類等の今後の分類学的な進展、温暖化

等に伴う鳥類種による河川環境の利用形態の変化等に応

じ、随時見直されるべき資料である。また、河川によって

は本稿で示したリストとは異なる生息・生育・繁殖環境

に依存する場合もあり、その際は対象河川の実状に応じ

てアレンジさせることでよいと考えられる。特に、汽水

域に産卵する魚類に関しては、現在の評価体系では詳細

な環境要素が記載されていないことから、「砂礫地」「砂

地」等、適宜設定して使用されたい。なお、本リストは今

後改訂する「実践的な河川環境の評価・改善の手引き（案）」

に反映する予定である。本研究は、「河川水辺の国勢調査 

スクリーニング委員会」における委員の先生方の多大な

るご支援と協力を賜った。またデータ提供等に関し、国

土交通省水管理･国土保全局河川環境課をはじめ、関係者

の方々に多大なる協力を賜った。ここに深く感謝する。 

表－１０ 利用環境と「依存する生息場」の関連づけ（鳥類）
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　　生息場との関係整理　　産卵場：A、　仔稚魚の揺籃場：B、　成魚生息場：C、　産卵・揺籃・生息場：ABC

陸域 水域 水域(河床) サブ水域 汽水域 生物指標

No. 種和名
国の
RDB

外来･
飼養
品種

H31
手引
き掲
載

生活型
産卵、生息環境の特
性等（任意メモ書き）

水田
域

沈
水･
浮葉
植生
帯

抽水
植物
帯

浅
場･
棚

深み
堰の
湛水
域

連続
する
瀬と
淵

大き
な淵

渓流
環境

泥の
河床

砂の
河床

砂礫
の河
床

礫河
川の
浮き
石帯

岩盤
の露
頭域

池･
河跡
湖

ワン
ド・
たま
り

細流
湧水
地

アマ
モ場

砂干
潟

泥干
潟

河口
域の
静穏
水域

河口
の砂
礫底

河口
の砂
泥底

河口
の異
型ブ
ロッ
ク

サケ
の産
卵場

ア
ユ・
ウグ
イの
産卵
場

1
スナヤツメ類（スナヤツメ南方
種、北方種を含む）

◯ ● 純淡水魚
粒径の小さな礫底、幼生は
砂泥底

BC A B B 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵

2 シベリアヤツメ ◯ ● 純淡水魚
粒径の小さな礫底、幼生は
砂泥底

BC A B B 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵
①海域～河川域の
縦断連続性

3 カワヤツメ ◯ ● 回遊魚 平瀬～渕尻 B A B 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵
①海域～河川域の
縦断連続性

4 ニホンウナギ ◯ ● 回遊魚
マリアナ海溝、河川は生息
のみ

C C C C C C C C C C C C C C C 様々な環境 生息場 様々な環境
指標性低い
①海域～河川域の
縦断連続性

5 エツ ◯ 回遊魚
汽水域上流端で産卵、浮遊
卵

AB
河口域の静穏
水域

産卵場
河口域の静穏水
域

依存環境は河口域
(浮性卵）
②汽水域の縦断連
続・健全性

6 コイ ◯ ● 純淡水魚 河岸、水草 AB BC C C C ABC ABC 抽水植物帯 産卵場 水生植物帯 ワンド・たまり も可

7 ゲンゴロウブナ ◯ 純淡水魚 河岸水草帯 AB C ABC ABC 抽水植物帯 産卵場 水生植物帯 ワンド・たまり も可

8 ニゴロブナ 純淡水魚 河岸水草帯 AB ABC ABC 抽水植物帯 産卵場 水生植物帯 ワンド・たまり も可

9 ナガブナ 純淡水魚 河岸、水草、水田、細流 AB AB BC ABC ABC 抽水植物帯 産卵場 水生植物帯 ワンド・たまり も可

10 キンブナ ◯ ● 純淡水魚 河岸、水草、水田、細流 AB AB BC ABC ABC 抽水植物帯 産卵場 水生植物帯 ワンド・たまり も可

11 オオキンブナ 純淡水魚 河岸、水草、水田、細流 AB AB BC ABC ABC 抽水植物帯 産卵場 水生植物帯
④氾濫原性
ワンド・たまり も可

12 ギンブナ ● 純淡水魚 河岸、水草、水田、細流 AB AB BC ABC ABC 抽水植物帯 産卵場 水生植物帯
④氾濫原性
ワンド・たまり も可

13
フナ類（ゲンゴロウ、ニゴロ、ナ
ガ、キン、オオキン、ギン、及び
交雑個体を含む）

● 純淡水魚 河岸、水草、水田、細流 AB AB BC ABC ABC 抽水植物帯 産卵場 水生植物帯 ワンド・たまり も可

14 ヤリタナゴ* ◯ ● 純淡水魚
イシガイ、マツカサガイ、ニセ
マツカサガイ、細流、農業水
路、一部湖沼の沿岸

ABC ABC AC ABC ABC 細流 産卵場 ワンド･たまり ④氾濫原性

15 アブラボテ* ◯ 純淡水魚
マツカサガイ、ニセマツカサ
ガイ、細流、農業水路、一部
ため池

AC ABC AC ABC ABC 細流 産卵場 ワンド･たまり ④氾濫原性

16 カネヒラ** ● 純淡水魚
イシガイ、タテボシガイ、マツ
カサガイ、細流、水路、河川
緩流、湖沼

AC ABC ABC AC C ABC ABC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり ④氾濫原性

17 イチモンジタナゴ** ◯ ● 純淡水魚
ドブガイ、ワンド、農業水路、
湖沼、抽水植物、泥底

C AC ABC AC AC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり ④氾濫原性

18 タナゴ† ◯ 純淡水魚
ドブガイ、大河川下流、池
沼、ため池、水路

AC ABC ABC ABC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり ④氾濫原性

19 イタセンパラ** ◯ 純淡水魚
イシガイ、ササノハガイ、小
型のドブガイ、ワンド、農業
水路

AC ABC AC AC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり ④氾濫原性

20 シロヒレタビラ† ◯ 純淡水魚

タテボシガイ、セタイシガイ、
カタハガイ、ワンド、農業水
路、砂礫底、湖沼、1m以深
の深み

AC ABC C AB AC 細流 産卵場 ワンド･たまり ④氾濫原性

21 アカヒレタビラ* ◯ 純淡水魚
カワシンジュガイ、イシガイ、
マツカサガイ、流れのある河
川、農業水路、湖沼

AC ABC AC AB AC 細流 産卵場 ワンド･たまり ④氾濫原性

22 ミナミアカヒレタビラ** ◯ 純淡水魚
ドブガイ、タガイ、ワンド、小
規模水河川、農業水路、た
め池

C AC ABC ABC C AC AC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり ④氾濫原性

23 セボシタビラ† ◯ 純淡水魚
カタハガイ、トンガリササノハ
ガイ、マツカサガイ、本川緩
流部、砂底

C AC ABC ABC C AC AC
細流、ワンド･た
まり（越冬）

産卵場 ワンド･たまり ④氾濫原性

24 キタノアカヒレタビラ** ◯ ● 純淡水魚
ドブガイ、タガイ、イシガイ、
池沼、ため池、河川中下

C AC ABC ABC AC AC AC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり ④氾濫原性

25 ゼニタナゴ** ◯ ● 純淡水魚
ドブガイ、タガイ、湖沼、ため
池、農業水路

C AC ABC ABC ABC C ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり ④氾濫原性

26 タイリクバラタナゴ ○ 純淡水魚
ドブガイ、下流河川、湖沼、
止水域、泥底

AC AC AC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり
国外外来種のため対
象から削除

27 ニッポンバラタナゴ** ◯ ● 純淡水魚
タガイ、ドブガイ、ため池、細
流、泥底、緩流部

ABC AC AC AC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり ④氾濫原性

28 カゼトゲタナゴ* ◯ ● 純淡水魚
イシガイ、浅い支流、灌漑水
路、砂礫底

C ABC AC 細流 産卵場 ワンド･たまり ④氾濫原性

29 スイゲンゼニタナゴ** ◯ ● 純淡水魚
イシガイ、マツカサガイ、小
規模河川、農業水路、抽水
植物、砂礫底

C ABC AC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり ④氾濫原性

30 *流水性タナゴ類 － 純淡水魚
ヤリタナゴ、アブラボテ、アカ
ヒレタビラ、カゼトゲタナゴを
含む

ABC ABC ABC ABC AC 細流 産卵場 ワンド･たまり ④氾濫原性

31 **止水性タナゴ類 － 純淡水魚

カネヒラ、イチモンジタナゴ、
イタセンパラ、ミナミアカヒレ
タビラ、キタノアカヒレタビラ、
ゼニタナゴ、ニッポンバラタ
ナゴ、スイゲンゼニタナゴを
含む

ABC ABC ABC ABC ABC ABC ABC AC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり ④氾濫原性

32 †止水・流水適応性タナゴ類 － 純淡水魚
タナゴ、シロヒレタビラ、セボ
シタビラを含む

ABC C ABC ABC AC ABC ABC AC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり ④氾濫原性

33 ワタカ ◯ 純淡水魚 浅場の水草 ABC ABC ABC ABC AC AC
沈水･浮葉植生
帯

産卵場 水生植物帯 ④氾濫原性

34 カワバタモロコ ◯ 純淡水魚
浅い緩流部の水草や岸際
の植物

ABC ABC ABC ABC ABC ABC 抽水植物帯 産卵場 水生植物帯 ④氾濫原性

35 ハス ◯ 純淡水魚
砂礫底、大規模水域（止水）
から小規模水域（流水）に遡
上して産卵

B C ABC A B 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵

36 オイカワ ● 純淡水魚 砂礫底 C BC C ABC C A C BC C 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵

37 カワムツ ● 純淡水魚 砂礫底、淵の浅瀬、平瀬 C ABC C A BC C 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵

38 ヌマムツ 純淡水魚 砂礫底、淵の浅瀬、平瀬 C ABC A BC BC 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵 ④氾濫原性

39 ヤチウグイ ◯ ● 純淡水魚 緩流域や植生帯 A C AC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり

40 アブラハヤ ● 純淡水魚 砂礫底、淵からとろ C C A ABC BC BC 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵

41 タカハヤ 純淡水魚 砂礫底、淵からとろ C C C A ABC ABC ABC BC BC
礫河川の浮き
石帯

産卵場 連続する瀬と淵

42
ジュウサンウグイ（本州日本海
側マルタ）

◯ 回遊魚 砂礫底 A B A 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵
①海域～河川域の
縦断連続性

43 マルタ ● 回遊魚 砂礫底 A B A 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵
①海域～河川域の
縦断連続性

44 ウケクチウグイ ◯ 純淡水魚 砂礫底 A B A 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵
①海域～河川域の
縦断連続性

45 エゾウグイ ◯ ● 純淡水魚 砂礫底、浮石状態の礫底 C C A B A 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵

46 ウグイ ●
純淡水魚、
回遊魚

砂礫底、浮石状態の礫底 C BC A BC A 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵

47 モツゴ ● 純淡水魚 浅い緩流部、石や水草 ABC ABC ABC ABC ABC ABC ABC 抽水植物帯 産卵場 水生植物帯
指標性低い（基質依
存性）

48 シナイモツゴ ◯ 純淡水魚 池、石や水草 ABC ABC ABC ABC ABC ABC ABC 抽水植物帯 産卵場 水生植物帯
指標性低い（ほぼた
め池）

49 カワヒガイ ◯ ● 純淡水魚 二枚貝、緩流部 AC ABC C AC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり

50 ビワヒガイ 純淡水魚 二枚貝、緩流部 AC ABC C AC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり

51 ムギツク 純淡水魚 緩流部、石面、水草、托卵 ABC ABC ABC ABC ABC ABC ABC
礫河川の浮き
石帯

産卵場 連続する瀬と淵

52 タモロコ ● 純淡水魚 細流、水路、水田、水草 A ABC ABC ABC ABC 抽水植物帯 産卵場 水生植物帯 ④氾濫原性

53 ホンモロコ ◯ 純淡水魚 ダム湖等止水域、内湖 AB AB BC BC 抽水植物帯 産卵場 水生植物帯
指標性低い（純系は
プランクトン食で河川
内に定着困難）

54 ゼゼラ ◯ ● 純淡水魚
緩やかな流水性、砂底、抽
水植物の根

AB ABC ABC AC ABC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり ④氾濫原性

55 カマツカ 純淡水魚 緩流部、砂礫底 C C ABC A C 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵

56 ツチフキ ◯ ● 純淡水魚 止水性、砂泥底に営巣 ABC ABC AC AC AC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり ④氾濫原性

57 ズナガニゴイ 純淡水魚 砂礫底 C ABC ABC AC 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵

58 コウライニゴイ 純淡水魚 砂礫底 C C C BC AC AC C C 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵
③河川内の縦断連
続性(河川内回遊）

59 ニゴイ ● 純淡水魚 砂礫底 C C C BC BC AC C C 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵
③河川内の縦断連
続性(河川内回遊）

60
ニゴイ類（ニゴイ、コウライニゴ
イ、及び交雑個体を含む）

純淡水魚 砂礫底 C C C AC C C 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵
③河川内の縦断連
続性(河川内回遊）

61 イトモロコ 純淡水魚
どちらかといえば河川上流、
砂礫底に産卵

C ABC AC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり

62 スゴモロコ ◯ 純淡水魚 砂底～砂泥底 C ABC AC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり
指標性低い（琵琶湖
止水性）

63 コウライモロコ 純淡水魚
どちらかといえば河川中流、
砂底に産卵

C ABC AC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり

64 アユモドキ ◯ ● 純淡水魚 水田、一時的水域 AB A C C C 抽水植物帯 産卵場 水生植物帯 ④氾濫原性

65 ドジョウ ◯ ● 純淡水魚
水田、岸辺の浅いところ、泥
底

ABC C ABC ABC ABC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり ④氾濫原性

依存する生息場の選定

備考代表的な利
用環境

場の利用

依存する
生息場

■ ⿂類 注⽬種と依存する⽣息場

（河口域を産

卵場とする

種）

表－１１ 注目種と依存する生息場（魚類）1/3 
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　　生息場との関係整理　　産卵場：A、　仔稚魚の揺籃場：B、　成魚生息場：C、　産卵・揺籃・生息場：ABC

陸域 水域 水域(河床) サブ水域 汽水域 生物指標

No. 種和名
国の
RDB

外来･
飼養
品種

H31
手引
き掲
載

生活型
産卵、生息環境の特
性等（任意メモ書き）

水田
域

沈
水･
浮葉
植生
帯

抽水
植物
帯

浅
場･
棚

深み
堰の
湛水
域

連続
する
瀬と
淵

大き
な淵

渓流
環境

泥の
河床

砂の
河床

砂礫
の河
床

礫河
川の
浮き
石帯

岩盤
の露
頭域

池･
河跡
湖

ワン
ド・
たま
り

細流
湧水
地

アマ
モ場

砂干
潟

泥干
潟

河口
域の
静穏
水域

河口
の砂
礫底

河口
の砂
泥底

河口
の異
型ブ
ロッ
ク

サケ
の産
卵場

ア
ユ・
ウグ
イの
産卵
場

66 カラドジョウ ○ 純淡水魚
水田、岸辺の浅いところ、泥
底

ABC C ABC ABC ABC 泥の河床 産卵場 対象外
国外外来種のため対
象から削除

67 アジメドジョウ* ◯ 純淡水魚 礫底、伏流水 ABC ABC AC
礫河川の浮き
石帯

産卵場 連続する瀬と淵
⑤伏流水を伴う河床
の多孔質性

68 イシドジョウ* ◯ 純淡水魚 礫底、伏流水 ABC AC
礫河川の浮き
石帯

産卵場 連続する瀬と淵
⑤伏流水を伴う河床
の多孔質性

69 ヒナイシドジョウ* ◯ 純淡水魚 礫底、伏流水 ABC AC
礫河川の浮き
石帯

産卵場 連続する瀬と淵
⑤伏流水を伴う河床
の多孔質性

70
*上流性シマドジョウ類（アジメ
ドジョウ、イシドジョウ、ヒナイシ
ドジョウを含む）

礫河川の浮き
石帯

産卵場 連続する瀬と淵
⑤伏流水を伴う河床
の多孔質性

71

シマドジョウ種群**（ヒガシシマ
ドジョウ、ニシシマドジョウ、オオ
シマドジョウ、トサシマドジョウを
含む）

● 純淡水魚 細流、湧水、砂底 BC ABC BC AC 連続する瀬と淵 生息場 連続する瀬と淵

72 ヤマトシマドジョウ** ◯ ● 純淡水魚 細流、湧水、砂底 BC ABC BC AC 連続する瀬と淵 生息場 連続する瀬と淵

73
**中流性シマドジョウ類（シマド
ジョウ種群、ヤマトシマドジョウ
を含む）

連続する瀬と淵 生息場 連続する瀬と淵

74

下流性スジシマドジョウ種群
（スジシマドジョウ種群（オオガ
タスジシマドジョウ、コガタスジ
シマドジョウ（亜種サンヨウコガ
タスジシマドジョウ、トウカイコガ
タスジシマドジョウ、サンインコ
ガタスジシマドジョウ、ビワコガ
タスジシマドジョウ、ヨドコガタス
ジシマドジョウ）、ナミスジシマド
ジョウ（亜種オンガスジシマド
ジョウ、ハカスジシマドジョウ、
アリアケスジシマドジョウ、タン
ゴスジシマドジョウ）を含む）

純淡水魚
水田、ワンド、砂泥、一時水
域

ABC ABC AC AC 抽水植物帯 産卵場 水生植物帯 ④氾濫原性

75 フクドジョウ ● 純淡水魚 砂礫底 AC BC AC ABC ABC 様々な環境 産卵場 評価対象外
指標性低い（低水温
に依存）

76 エゾホトケドジョウ ◯ ● 純淡水魚 池、緩やかな水路、水草 ABC ABC ABC ABC ABC ABC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり

77 ホトケドジョウ ◯ ● 純淡水魚 湧水、細流、砂泥底、水草 ABC ABC AC ABC AC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり

78 ナガレホトケドジョウ ◯ 純淡水魚
急傾斜細粒の大岩の下の
隙間、源流部

AC AC 渓流環境 産卵場 連続する瀬と淵 指標性低い（源流）

79 チャネルキャットフィッシュ ○ 純淡水魚
下流域砂泥底、オスが営
巣・育児

ABC C ABC ABC 浅場･棚 産卵場 評価対象外
国外外来種のため対
象から削除

80 ギギ ● 純淡水魚

岸際ブロックや石の隙間、オ
スが営巣・育児、止水に適
応、幼魚は泥底の深場で集
団越冬

C C C ABC
礫河川の浮き
石帯

生息場 連続する瀬と淵

81 ネコギギ ◯ 純淡水魚
岸際の岩の隙間、オスが営
巣・育児

C C ABC
礫河川の浮き
石帯

生息場 連続する瀬と淵

82 ギバチ ◯ ● 純淡水魚
瀬淵～ため池、水路にも適
応

C C AB
礫河川の浮き
石帯

生息場 連続する瀬と淵

83 アリアケギバチ ◯ 純淡水魚
早瀬に隣接するツルヨシ帯、
石の隙間

AB C ABC
礫河川の浮き
石帯

生息場 連続する瀬と淵

84 ビワコオオナマズ 純淡水魚
岩場、水草、流れ藻のある
浅場で産卵、深場に生息

A A C C BC C B？ 浅場･棚 産卵場 評価対象外
指標性低い（琵琶湖
止水性）

85 ナマズ ● 純淡水魚 水田、ワンド、たまり AB C C C C AB C ワンド・たまり 産卵場 ワンド･たまり ④氾濫原性

86 アカザ ◯ ● 純淡水魚
浮き石の下、オスが保護、
流れのある岩盤基質に依存

BC B AC
礫河川の浮き
石帯

産卵場 連続する瀬と淵

87 シシャモ ● 回遊魚
産卵期に川を遡上、感潮域
上流端の砂利底、孵化後直
ちに降下

A 河口の砂礫底 産卵場 河口の砂礫底
依存環境は河口域
②汽水域の縦断連
続・健全性

88 キュウリウオ 回遊魚
産卵期に川を遡上、感潮域
上流端の砂礫地、孵化1週
間後降下

A 河口の砂礫底 産卵場 河口の砂礫底
依存環境は河口域
②汽水域の縦断連
続・健全性

89 ワカサギ
回遊・陸封
魚

砂礫底、植物の茎 C A C A 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵

90 アユ ●
回遊・陸封
魚

砂礫底、仔魚は砂浜海岸 A C B A 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵
①海域～河川域の
縦断連続性

91 アリアケシラウオ ◯ 回遊魚
産卵期に川を遡上、感潮域
上流端の砂地、成長に伴い
有明海に出る

C A 河口の砂礫底 産卵場 対象外
依存環境は河口域
②汽水域の縦断連
続・健全性

92 アリアケヒメシラウオ ◯ 回遊魚
産卵期に川を遡上、感潮域
上流端の砂地、有明海、感
潮域の中だけで成長

C A 河口の砂礫底 産卵場 対象外
依存環境は河口域
②汽水域の縦断連
続・健全性

93 シラウオ ● 回遊魚
産卵期に川を遡上、感潮域
上流端の砂地、仔魚は孵化
後降海

C A 河口の砂礫底 産卵場 対象外
依存環境は河口域
②汽水域の縦断連
続・健全性

94 イシカワシラウオ ●
汽水・海水
魚

海域（岩礁域砂礫底） C
河口域の静穏
水域

生息環境 対象外
依存環境は評価対
象外

95 イトウ ○ 回遊魚
支川上流域、礫底に産卵、
稚魚は淵の岸沿い～淵尻で
2年後降下

B ABC A AB 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵
③河川内の縦断連
続性(河川内回遊）

96 アメマス 回遊魚 上流域、礫底 ABC C ABC A A 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵
①海域～河川域の
縦断連続性

97 アメマス（エゾイワナ） 純淡水魚 上流域枝沢、礫底 ABC C ABC A A 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵

98 ヤマトイワナ ◯ 純淡水魚 上流域枝沢、礫底 ABC C ABC A A 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵

99 ニッコウイワナ ◯ ● 純淡水魚 上流域枝沢、礫底 ABC C ABC A A 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵

100 ニジマス ○ 純淡水魚 渕尻の瀬の礫底 ABC C A 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵
国外外来種のため対
象から削除

101 サケ ● 回遊魚
砂利底、地下水湧出、稚魚
は緩流域で成長し降下

B ABC A C A 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵
①海域～河川域の
縦断連続性

102 カラフトマス 回遊魚
砂利底、地下水湧出、稚魚
は緩流域で成長し降下

B ABC A A 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵
①海域～河川域の
縦断連続性

103 サクラマス ◯ ● 回遊魚
淵から瀬にかけての河川水
が浸透する礫底、遡上時は
大きな淵

ABC C ABC A C A 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵
①海域～河川域の
縦断連続性

104 サクラマス(ヤマメ） ◯ ● 純淡水魚
淵から瀬にかけての河川水
が浸透する礫底

ABC C ABC A A A 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵

105 サツキマス（アマゴ） ◯ ● 純淡水魚
淵から瀬にかけての河川水
が浸透する礫底

ABC C ABC A A A 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵

106 ビワマス ◯
回遊魚
（湖沼陸封）

成魚は琵琶湖から流入河川
に遡上、瀬の礫底で産卵

ABC A A 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵
③河川内の縦断連
続性(河川内回遊）

107 カダヤシ ○ 純淡水魚
卵胎生、下流、汽水、細流、
池沼など緩流域に広く生息

AB AC AC ワンド・たまり 産卵場 対象外
国外外来種のため対
象から削除

108 メダカ類 ◯ ● 純淡水魚 水田、水路、水草 ABC ABC ABC ABC ABC ABC 抽水植物帯 産卵場 水生植物帯 ④氾濫原性

109 クルメサヨリ ◯
汽水・海水
魚

下流域、汽水域、潟湖、水
草に産卵、仔魚は海域

A AC C 抽水植物帯 産卵場 水生植物帯
依存環境は河口域
②汽水域の縦断連
続・健全性

110 イトヨ（イトヨ太平洋型） ◯ 純淡水魚
湧水（陸封型）、汽水域（回
遊型）、細流、水草等巣材

ABC C AC AC AC C 湧水地 産卵場 湧水地

111 ハリヨ ◯ 純淡水魚 湧水、水草等巣材 ABC ABC 湧水地 産卵場 湧水地

112 ニホンイトヨ（イトヨ日本海型） ◯ ● 回遊魚
汽水域、下流域、流入する
細流、水草等巣材、稚魚は
海域

ABC C AC AC AC C 湧水地 産卵場 湧水地

113 トミヨ属淡水型 ◯ ● 純淡水魚
湧水、河川下流、ワンド、た
まり、細流、水草等巣材

ABC ABC ABC ABC ABC 湧水地 産卵場 湧水地

114
回遊性トゲウオ類（イトヨ、ニホ
ンイトヨ）

回遊魚 河川下流、水草等巣材 ABC AC AC AC C ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり
①海域～河川域の
縦断連続性

115
汽水生トゲウオ類（イトヨ、ニホ
ンイトヨ、トミヨ類）

汽水・海水
魚

河口、水草等巣材 ABC AC AC AC C ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり
依存環境は河口域
②汽水域の縦断連
続・健全性

116 ガンテンイシヨウジ
汽水・海水
魚

汽水域、石礫、稚魚は海域 AC C C 泥干潟 産卵場 干潟

117 カワヨウジ
汽水・海水
魚

汽水域、ヒルギ類の根、雄
が抱卵・養育、稚魚は海域

AC C 抽水植物帯 生息環境 水生植物帯
依存環境は河口域
②汽水域の縦断連
続・健全性

118 イッセンヨウジ 回遊魚
汽水域、雄が抱卵・養育、
稚魚は海域

AC 抽水植物帯 生息環境 水生植物帯
依存環境は河口域
②汽水域の縦断連
続・健全性

119 テングヨウジ
汽水・海水
魚

汽水域、雄が抱卵・養育、
稚魚は海域

AC 抽水植物帯 産卵場 水生植物帯
依存環境は河口域
②汽水域の縦断連
続・健全性

120 タウナギ（本土産） 純淡水魚
岸辺のヨシの茂みの中など
に来て、泥底に穴を掘り、そ
の入口に産卵

ABC ABC ABC ABC ABC C C 泥の河床 産卵場 対象外 本土産は外来種

依存する生息場の選定

備考代表的な利
用環境

場の利用

依存する
生息場

■ ⿂類 注⽬種と依存する⽣息場

（河口域を産

卵場とする

種）

表－１１ 注目種と依存する生息場（魚類）2/3 
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　　生息場との関係整理　　産卵場：A、　仔稚魚の揺籃場：B、　成魚生息場：C、　産卵・揺籃・生息場：ABC

陸域 水域 水域(河床) サブ水域 汽水域 生物指標

No. 種和名
国の
RDB

外来･
飼養
品種

H31
手引
き掲
載

生活型
産卵、生息環境の特
性等（任意メモ書き）

水田
域

沈
水･
浮葉
植生
帯

抽水
植物
帯

浅
場･
棚

深み
堰の
湛水
域

連続
する
瀬と
淵

大き
な淵

渓流
環境

泥の
河床

砂の
河床

砂礫
の河
床

礫河
川の
浮き
石帯

岩盤
の露
頭域

池･
河跡
湖

ワン
ド・
たま
り

細流
湧水
地

アマ
モ場

砂干
潟

泥干
潟

河口
域の
静穏
水域

河口
の砂
礫底

河口
の砂
泥底

河口
の異
型ブ
ロッ
ク

サケ
の産
卵場

ア
ユ・
ウグ
イの
産卵
場

121 ヤマノカミ ◯ 回遊魚
海域礫裏やカキ礁等に産
卵、オスが保護、仔魚は河
口付近を潮流にのり往復

C C A
礫河川の浮き
石帯

生息環境 連続する瀬と淵
①海域～河川域の
縦断連続性

122 カマキリ ◯ ● 回遊魚 海岸礫底、仔魚は海域 C C A
礫河川の浮き
石帯

生息環境 連続する瀬と淵
①海域～河川域の
縦断連続性

123 カジカ（カジカ大卵型） ◯ ● 純淡水魚 浮き石の下 ABC ABC ABC
礫河川の浮き
石帯

産卵場 連続する瀬と淵

124 カジカ中卵型 ◯ ● 回遊魚 浮き石の下、仔魚は海域 AC AC
礫河川の浮き
石帯

産卵場 連続する瀬と淵
①海域～河川域の
縦断連続性

125 ウツセミカジカ（琵琶湖型） ◯ 回遊・陸封魚 浮き石の下、オスが保護 AC AC
礫河川の浮き
石帯

産卵場 連続する瀬と淵
③河川内の縦断連
続性(河川内回遊）

126 ウツセミカジカ（カジカ小卵型） ◯ ● 回遊魚
浮石の下、オスが保護、仔
魚は海域

AC AC
礫河川の浮き
石帯

産卵場 連続する瀬と淵
①海域～河川域の
縦断連続性

127 カンキョウカジカ ◯ 回遊魚
浮石の下、オスが保護、仔
魚は海域

AC AC
礫河川の浮き
石帯

産卵場 連続する瀬と淵

128 ハナカジカ ◯ ● 純淡水魚 浮石の下、オスが保護 ABC ABC ABC
礫河川の浮き
石帯

産卵場 連続する瀬と淵

129 エゾハナカジカ ● 回遊魚
浮石の下、オスが保護、仔
魚は海域

AC AC 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵
①海域～河川域の
縦断連続性

130
回遊性カジカ類（海産卵）（ヤマ
ノカミ、カマキリ）

回遊魚 海岸礫底、仔魚は海域 C C
礫河川の浮き
石帯

生息環境 連続する瀬と淵
①海域～河川域の
縦断連続性

131
回遊性カジカ類（川産卵）（カジ
カ中卵型、ウツセミカジカ、カン
キョウカジカ、エゾハナカジカ）

回遊魚 浮き石の下、仔魚は海域 AC AC
礫河川の浮き
石帯

産卵場 連続する瀬と淵
①海域～河川域の
縦断連続性

132 アカメ ◯
汽水・海水
魚

稚魚はアマモ場、成長ととも
には河口の深場に依存
産卵は浮性卵、詳細不明

B B B C 連続する瀬と淵 生息環境 連続する瀬と淵
依存環境は河口域
②汽水域の縦断連
続・健全性

133 オヤニラミ ◯ ● 純淡水魚 岸辺、緩流、水草 ABC ABC ABC 抽水植物帯 産卵場 水生植物帯

134 ブルーギル ○ ● 純淡水魚 湖沼沿岸、砂泥底 C C AC AC ABC AB A AC AC 池･河跡湖 産卵場 ワンド･たまり
国外外来種のため対
象から削除

135 オオクチバス ○ ● 純淡水魚
沿岸砂礫、岩、倒木、水草
のある砂泥

C C AC AC C AB ABC C AC AC 池･河跡湖 産卵場 ワンド･たまり
国外外来種のため対
象から削除

136 コクチバス ○ ● 純淡水魚 浅瀬砂礫底 AC AC C ABC AC C AC 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵
国外外来種のため対
象から削除

137 ドンコ 純淡水魚 石や倒木、ブロック下面 AC C AC C C
礫河川の浮き
石帯

産卵場 連続する瀬と淵

138 カワアナゴ 回遊魚
繁殖不明、倒木、植物、ブ
ロックの陰、仔魚は海域

C AC AC AC
礫河川の浮き
石帯

産卵場 連続する瀬と淵
①海域～河川域の
縦断連続性

139 チチブモドキ 回遊魚
繁殖不明､汽水域の砂泥
底、仔魚は海域

C AC AC AC
礫河川の浮き
石帯

産卵場 連続する瀬と淵
①海域～河川域の
縦断連続性

140 トビハゼ ◯ ●
汽水・海水
魚

泥干潟、砂泥、ヨシ、仔魚は
海域

AC 泥干潟 産卵場 干潟 依存環境は河口域

141 ボウズハゼ 回遊魚 大きな石の下、仔魚は海域 AC AC C B
礫河川の浮き
石帯

産卵場 連続する瀬と淵

142 シロウオ ◯ ● 回遊魚
下流域砂礫底、伏流のある
感潮域、仔魚は海域

A B C 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵
依存環境は河口域
②汽水域の縦断連
続・健全性

143 イドミミズハゼ ◯ 不明
地下水、下流～海岸の伏流
水のある礫下

A? AC C 河口の砂礫底 産卵場 河口の砂礫底

分類途上であり環境
との関係が未知
②汽水域の縦断連
続・健全性

144 ミミズハゼ
汽水・海水
魚

下流～汽水、海岸の砂礫の
間、石の下

C A C 河口の砂礫底 産卵場 河口の砂礫底

分類途上であり環境
との関係が未知
②汽水域の縦断連
続・健全性

145
ミミズハゼ類（イドミミズハゼ、ミ
ミズハゼ、及び未分類種群を含
む）

汽水・海水
魚、回遊魚

下流域から中流域のこぶし
大礫～砂利底の瀬、または
内湾

C A AC C
礫河川の浮き
石帯

産卵場 連続する瀬と淵

①海域～河川域の
縦断連続性
②汽水域の縦断連
続・健全性
⑤伏流水を伴う河床
の多孔質性

146 スミウキゴリ ◯ ● 回遊魚 石の下、仔魚は海域 C C C C AC C B 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵
指標性低い
①海域～河川域の
縦断連続性

147 シマウキゴリ 回遊魚 石の下、仔魚は海域 C C C C AC C 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵
指標性低い
①海域～河川域の
縦断連続性

148 ウキゴリ
回遊・陸封
魚

石の下、仔魚は海域または
陸封

C C C C AC C C B 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵
指標性低い
①海域～河川域の
縦断連続性

149 キセルハゼ ◯
汽水・海水
魚

干潟の砂～砂泥底 ABC 泥干潟 産卵場 干潟 依存環境は河口域

150 クボハゼ ◯
汽水・海水
魚

干潟の礫底 ABC ABC 砂干潟 産卵場 干潟 依存環境は河口域

151 エドハゼ ◯ ●
汽水・海水
魚

干潟の砂～砂泥底 ABC 泥干潟 産卵場 干潟 依存環境は河口域

152 チクゼンハゼ ◯
汽水・海水
魚

干潟の砂底 ABC 砂干潟 産卵場 干潟 依存環境は河口域

153
干潟性ハゼ類（キセルハゼ、ク
ボハゼ、エドハゼ、チクゼンハ
ゼ）

汽水・海水
魚

干潟 干潟 産卵場 干潟 依存環境は河口域

154 ビリンゴ ●
汽水・海水
魚

感潮域泥底、泥底に穴を
掘って雄が営巣、仔魚は海
域

C ABC 河口の砂泥底 産卵場 河口の砂泥底 指標性低い

155 ジュズカケハゼ（広域分布） ● 純淡水魚
下流域、泥底、泥底に穴を
掘って雄が営巣

ABC ABC ABC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり

156
コシノハゼ（秋田県、山形県、新
潟県）

◯ ● 純淡水魚
池沼､ワンド･たまり、泥底に
穴を掘って雄が営巣

ABC ABC ABC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり

157
ムサシノジュズカケハゼ（那珂
川、利根川、荒川、多摩川水
系）

◯ ● 純淡水魚
中下流域のワンド、たまり、
泥底に穴を掘って雄が営巣

ABC ABC ABC ABC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり

158
ホクリクジュズカケハゼ（富山
県、石川県、福井県）

純淡水魚 ABC ABC ABC ABC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり

159

ジュズカケハゼ類（ジュズカケ
ハゼ、コシノハゼ、ムサシノジュ
ズカケハゼ、ホクリクジュズカケ
ハゼ）

純端仔魚 ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり

160 アシシロハゼ ●
汽水・海水
魚

汽水域の砂泥底、砂底～砂
礫底の沈石、貝殻の下、仔
魚は海域

C C B ABC 河口の砂泥底 産卵場 河口の砂泥底 指標性低い

161 ヒナハゼ
汽水・海水
魚

河口域砂底、牡蠣殻（東京
湾）、仔魚は海域

C B ABC 河口の砂泥底 産卵場 河口の砂泥底 指標性低い

162 アベハゼ
汽水・海水
魚

河口域泥底、仔魚は海域 C B ABC 河口の砂泥底 産卵場 河口の砂泥底 指標性低い

163 カワヨシノボリ ● 純淡水魚 中上流～渓流の緩流部 ABC AC B
礫河川の浮き
石帯

産卵場 連続する瀬と淵

164 シマヨシノボリ 回遊魚 中下流の平瀬 C C AC C C C B
礫河川の浮き
石帯

産卵場 連続する瀬と淵
①海域～河川域の
縦断連続性

165 ルリヨシノボリ 回遊魚
小規模河川の上流早瀬、仔
魚は海域

AC AC B
礫河川の浮き
石帯

産卵場 連続する瀬と淵
①海域～河川域の
縦断連続性

166 オオヨシノボリ 回遊魚 中上流の早瀬、仔魚は海域 AC AC B
礫河川の浮き
石帯

産卵場 連続する瀬と淵
①海域～河川域の
縦断連続性

167 クロヨシノボリ 回遊魚
小規模河川の淵～平瀬・早
瀬、仔魚は海域

C AC AC B 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵
①海域～河川域の
縦断連続性

168 ゴクラクハゼ
回遊・陸封
魚

汽水～中下流、平瀬、仔魚
は海域または湖沼

C AC ABC B 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵
①海域～河川域の
縦断連続性

169 クロダハゼ 回遊魚
池沼、ワンド、たまり、仔魚
は海域

AC ABC ABC 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵

170 シマヒレヨシノボリ ◯ 純淡水魚 池沼、ワンド、たまり AC ABC ABC 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵

171 オウミヨシノボリ
回遊・陸封
魚

琵琶湖、中下流 C AC C C 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵

172 旧トウヨシノボリ類 回遊魚 仔魚は海域 C AC C C B 砂礫の河床 産卵場 連続する瀬と淵
①海域～河川域の
縦断連続性

173 回遊魚 AC AC
礫河川の浮き
石帯

産卵場 連続する瀬と淵

174 純淡水魚 AC
礫河川の浮き
石帯

産卵場 連続する瀬と淵

175 純淡水魚 ABC ABC ワンド･たまり 産卵場 ワンド･たまり

176 シモフリシマハゼ
汽水・海水
魚

石や岩のある汽水域 AB BC 河口の砂礫底 産卵場 河口の砂礫底 指標性低い

177 ヌマチチブ ● 回遊魚
中下流平瀬礫底など多様な
環境、仔魚は海域

C C C C ABC BC 河口の砂礫底 産卵場 河口の砂礫底 指標性低い

178 チチブ ●
汽水・海水
魚

河口～下流域の転石、仔魚
は海域

ABC ABC 河口の砂礫底 産卵場 河口の砂礫底 指標性低い

179 カムルチー ○ 純淡水魚 水草帯,緩流部 ABC ABC C ABC ABC 池･河跡湖 産卵場 ワンド･たまり
国外外来種のため対
象から削除

回遊性ヨシノボリ類（シマヨシノ
ボリ、ルリヨシノボリ、オオヨシノ
ボリ、クロヨシノボリ、ゴクラクハ
ゼ、旧トウヨシノボリ類）

河川・流水性ヨシノボリ類（カワ
ヨシノボリ）

池沼・止水性ヨシノボリ類（クロ
ダハゼ、シマヒレ-、オウミ-）

依存する生息場の選定

備考代表的な利
用環境

場の利用

依存する
生息場

■ ⿂類 注⽬種と依存する⽣息場

（河口域を産

卵場とする

種）

表－１１ 注目種と依存する生息場（魚類）3/3 
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表－１２ 注目種と依存する生息場（鳥類）1/4 

食性

1 カイツブリ ● 夏鳥 留鳥 留鳥 留鳥 留鳥
動物食で、魚類、昆虫、甲
殻類、貝類

水草のある静水域にて水生植物の
葉や茎で浮巣を造巣

河川、湖沼 － 抽水植物帯 繁殖期 営巣・採食環境 水生植物帯

2 ハジロカイツブリ 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥 小魚類、水生甲殻類、昆虫 －  河川、湖沼 － 広い開放水面 越冬期 採食・休息環境 広い開放水面
依存環境は広い開放水面
①開放水面

3 ミミカイツブリ 旅鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥 迷鳥 魚や貝、昆虫、甲殻類 － 海岸部、河川、湖沼 － 広い開放水面 越冬期 採食・休息環境 広い開放水面
依存環境は広い開放水面
①開放水面

4 アカエリカイツブリ 夏鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥 迷鳥
魚類、カエル、昆虫、甲殻
類

北海道で少数繁殖、水上に水生植
物の葉や茎で浮巣を造巣

海岸部、河川、湖沼 － 抽水植物帯 繁殖期 営巣・採食環境 水生植物帯

5 カンムリカイツブリ ○ ● 冬鳥
冬鳥
夏鳥

冬鳥 冬鳥
稀な冬

鳥
魚類、両生類、水生昆虫

本州北部で少数繁殖、水上に水生
植物の葉や茎で浮巣を造巣

海岸部、湖沼 － 抽水植物帯 繁殖期 営巣・採食環境 水生植物帯

6 カワウ ● 夏鳥 留鳥 留鳥
留鳥
冬鳥

冬鳥 主に魚類
水辺に面した河畔林、鉄塔上、また
は人の近づかない場所では地上に
小枝を組んだ巣で集団営巣

河川、湖沼、海岸 － 広い開放水面 繁殖期 採食・休息環境 広い開放水面
依存環境は広い開放水面
①開放水面

7 ウミウ ● 留鳥
冬鳥
留鳥

冬鳥
冬鳥
留鳥

冬鳥 主に魚類 海岸の崖上で局地的に繁殖 沿岸部、河川下流部 － 岩礁帯(磯場) 越冬期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

8 ヒメウ ○ 旅鳥
留鳥
旅鳥
冬鳥

冬鳥 冬鳥 -
主に魚類を捕食し甲殻類も
食べる

海岸崖地で繁殖 島、海上、海岸 － 岩礁帯(磯場) 越冬期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

9 サンカノゴイ ○
稀に繁

殖
夏鳥
留鳥

冬鳥 冬鳥 冬鳥 魚、カエル、エビ
番い単独営巣、東日本で繁殖
（西日本では越冬だが、東日本では
繁殖、琵琶湖以東で繁殖記録あり）

広いヨシ原 － 淡水性ヨシ原
繁殖・越
冬期

営巣・採食環境 水生植物帯

10 ヨシゴイ ○ ● 夏鳥 夏鳥 夏鳥 夏鳥 冬鳥
動物食、魚類や両生類、昆
虫、甲殻類

まとまった面積のヨシ原やヒメガマ
の密生群落などの水面上数十cm
の高さに造巣

－ － 淡水性ヨシ原 繁殖期 営巣・採食環境 水生植物帯

11 オオヨシゴイ ○
稀な旅

鳥
夏鳥
冬鳥

冬鳥 冬鳥 冬鳥 主として魚類

湿地､ヨシ原、巣は主として水辺の
草原の地上にあり、時にはヨシなど
の、水面から1m以下の高さの茎に

営巣

ヨシ原 － 淡水性ヨシ原 繁殖期 営巣・採食環境 水生植物帯

12 ゴイサギ
稀に繁

殖
留鳥 留鳥 留鳥 留鳥 浅い水辺で魚類等を採食

河川やため池などの水辺の林、竹
林の樹の枝上造巣、浅瀬で採食

水辺･湿地 － ワンド･たまり 通年 採食環境 ワンド･たまり

13 ササゴイ ● 迷鳥 夏鳥 夏鳥
夏鳥
冬鳥

夏鳥
冬鳥

 浅い水辺で魚、カエル、エ

ビ、昆虫

河川などの水辺の林、街路樹、平

地の社寺林などの樹の枝上、小集
団、浅い瀬で採食

－ － ワンド･たまり 繁殖期 採食環境 ワンド･たまり

14 アマサギ
稀な旅

鳥
夏鳥 夏鳥 夏鳥 冬鳥

水田、蓮田、浅い湿地、牧
草地でバッタ、カエル、魚

河川、ため池等の水辺の林、竹林
の枝上に他のサギと集団営巣

－ －
水辺の草地(湿性
草地)

繁殖期 採食環境 低･中茎草地

15 ダイサギ
夏鳥

稀な冬
鳥

留鳥・
夏鳥・
冬鳥

留鳥
夏鳥

留鳥
夏鳥

冬鳥
 アシ原、干潟、湿地、河川、
水田で魚、カエル

河川、ため池等の水辺の林、竹林
の枝上に他のサギと集団営巣

水辺･湿地 － ワンド･たまり 通年 採食環境 ワンド･たまり

16 チュウサギ ○ ● 夏鳥 夏鳥 夏鳥
夏鳥
留鳥

冬鳥 水田、蓮田、浅い湿地
河川、ため池等の水辺の林、竹林

の枝上に他のサギと集団営巣
－ －

水辺の草地(湿性
草地)

繁殖期 採食環境 低･中茎草地

17 コサギ
稀な旅

鳥
留鳥・夏

鳥
留鳥 留鳥 留鳥

水田、河川敷、沼、干潟で
採食

河川、ため池等の水辺の林、竹林
の枝上に他のサギと集団営巣

水辺･湿地 － ワンド･たまり 通年 採食環境 ワンド･たまり

18 アオサギ ● 夏鳥 留鳥 留鳥 留鳥 冬鳥
干潟、湖沼、河川敷、水田

などで採食

河川、ため池等の水辺の林、竹林

の枝上に他のサギと集団営巣
水辺､干潟 － ワンド･たまり 繁殖期 採食環境 ワンド･たまり

19 サギ類 (ﾀﾞｲｻｷﾞ、ﾁｭｳｻｷﾞ、ｺｻｷﾞ、ｱﾏｻｷﾞ、ｱｵｻｷﾞ） 浅い水辺を採食場とするサギ類 ワンド･たまり 通年 採食環境 ワンド･たまり

20 コウノトリ ○ ●
稀な旅

鳥
留鳥

稀な旅
鳥

稀な旅
鳥

稀な旅
鳥

肉食、魚類、爬虫類、両生
類、昆虫類、小型哺乳類、
浅い水中等で採食

樹上(巣)､水辺･湿地 水辺･湿地 － ワンド･たまり 通年 採食環境 ワンド･たまり

21 クロツラヘラサギ ○ 迷鳥
希な旅

鳥
希な旅

鳥
冬鳥

希な旅
鳥

魚類（ボラ・ハゼ・シラウオ・
等）や甲殻類（カニ・エビ・ア
ミ・等）、カブトガニの幼生～
亜成体

－ 干潟、水田、湿原、 － 砂干潟 越冬期 採食環境 干潟

22 マガン ○ ● 旅鳥
旅鳥
冬鳥

旅鳥
冬鳥

旅鳥
冬鳥

迷鳥
落ちモミ、マコモの葉や根、

シロツメクサの草や茎、根
－  湿原、湖沼、河川、水田、干潟 －

水辺の草地(湿性
草地)

越冬期 採食環境 低･中茎草地

23 ヒシクイ ○ ● 旅鳥
旅鳥
冬鳥

旅鳥
冬鳥

旅鳥
冬鳥

旅鳥
冬鳥

植物食で、夜間にマコモの
根や実、イネの草、茎、果
実、種子

－ 湖沼、湿原、河川、水田、海岸 －
水辺の草地(湿性
草地)

越冬期 採食環境 低･中茎草地

24 オオハクチョウ 冬鳥 冬鳥 冬鳥
稀な旅
鳥・冬

鳥
迷鳥

浅海域に生育するアマモや
湖沼のマコモの根、水草
類、稲の落ち籾や二番穂

－ 湖沼、河川、水田、湾内の海岸 －
水辺の草地(湿性
草地)

越冬期 採食環境 低･中茎草地

25 コハクチョウ ● 旅鳥 冬鳥
稀な旅
鳥・冬

鳥

稀な旅
鳥・冬

鳥
迷鳥

マコモの根、稲の落ち籾や

二番穂、水田に生える雑草
－ 湖沼、河川、水田、湾内の海岸 －

水辺の草地(湿性
草地)

越冬期 採食環境 低･中茎草地

26 ツクシガモ ○ ●
稀な旅

鳥

稀な冬
鳥

冬鳥

稀な冬
鳥

稀な旅
鳥

冬鳥

稀な冬
鳥

動物食、干潮時の干潟で地
面にくちばしをつけ、振りな

がら歩き、くちばしに触れた
甲殻類や貝類、藻類

－ 干潟、浅海域、河口部、湖沼 － 泥干潟 越冬期 採食環境 干潟

27 オシドリ ○ ● 夏鳥
留鳥
夏鳥

冬鳥
留鳥

冬鳥
留鳥

冬鳥
留鳥

植物食傾向の強い雑食で、
水生植物、果実、種子、昆
虫、陸棲の貝類

樹洞(巣)､森林で囲まれた湖沼、渓
流、都市内の公園

渓流､山間の湖 － ワンド･たまり 越冬期 採食・休息環境 ワンド･たまり

28 マガモ ●
留鳥
旅鳥

留鳥
旅鳥

冬鳥
留鳥
旅鳥

冬鳥
植物食が主の雑食で、 水
草の葉や茎、植物の種子、
貝

平野または山地の湖沼や湿原 湖沼、河川、水田、ハス田、海上 －
（水田域）
広い開放水面

越冬期 採食・休息環境 広い開放水面
依存環境は広い開放水面
①開放水面

29 カルガモ 夏鳥 留鳥 留鳥 留鳥 留鳥 植物食で、植物の葉や種子
ため池や河川敷などの水辺､草地な

 どの地上の窪み、湖沼、河川、水田
 湖沼、河川、水田 －

水辺の草地(湿性
草地)

通年 営巣・採食環境 低･中茎草地

30 コガモ ●
旅鳥
冬鳥

留鳥
冬鳥

冬鳥 冬鳥 冬鳥
植物食で、河川や湖沼など
の水面から届く範囲の藻や

水草

－ 湖沼、河川、水田、海岸 －
（水田域）
広い開放水面

越冬期 採食・休息環境 広い開放水面
依存環境は広い開放水面
①開放水面

31 トモエガモ ○
稀な旅

鳥
冬鳥 冬鳥 冬鳥

稀な旅
鳥

植物食傾向の強い雑食で、
種子、水生植物、藻類、昆
虫、甲殻類、貝類

－ 湖沼、河川、水田 －
（水田域）
広い開放水面

越冬期 採食・休息環境 広い開放水面
依存環境は広い開放水面
①開放水面

32 ヨシガモ ●
旅鳥
夏鳥

冬鳥 冬鳥 冬鳥
稀な旅

鳥
植物食で、種子、水生植
物、海藻

－ 湖沼、河川、水田、海岸 －
（水田域）
広い開放水面

越冬期 採食・休息環境 広い開放水面
依存環境は広い開放水面
①開放水面

33 オカヨシガモ ●
旅鳥
夏鳥

冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥
雑食性で、種子、茎、葉、
根、水生植物、昆虫、魚
類、両生類

－ 湖沼、河川、水田 －
（水田域）
広い開放水面

越冬期 採食・休息環境 広い開放水面
依存環境は広い開放水面
①開放水面

34 ヒドリガモ ●
旅鳥
冬鳥

冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥

雑食性で、稲もみ、イネ科
植物の実、海藻、ウキク
サ、沈水植物、ユスリカ幼
虫

－ 湖沼、河川、水田、海岸 －
（水田域）
広い開放水面

越冬期 採食・休息環境 広い開放水面
依存環境は広い開放水面
①開放水面

35 オナガガモ 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥
雑食性で、イネ科植物の種
子、イネの落穂、水草、貝
類

－ 湖沼、河川、水田、海岸 －
（水田域）
広い開放水面

越冬期 採食・休息環境 広い開放水面
依存環境は広い開放水面
①開放水面

36 シマアジ ●
旅鳥
夏鳥

旅鳥
冬鳥

旅鳥 旅鳥
旅鳥
冬鳥

雑食で、種子、水生植物、
昆虫

－ － 湖沼、河川、湿原
（水田域）
広い開放水面

渡り期 採食・休息環境 広い開放水面
依存環境は広い開放水面
①開放水面

37 ハシビロガモ 旅鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥

植物食傾向の強い雑食で、
プランクトン（主にケンミジン
コ類、ワムシ類）、種子、昆
虫、軟体動物、魚類

－ 湖沼、河川、海岸 － 広い開放水面 越冬期 採食・休息環境 広い開放水面
依存環境は広い開放水面
①開放水面

38 ホシハジロ
旅鳥
夏鳥

冬鳥 冬鳥 冬鳥
稀な冬

鳥

植物食傾向の雑食で、種
子、葉、芽、地下茎、昆虫
(ユスリカ）、貝類（ホトトギス
貝、アサリ）、環形動物、魚
類、両生類、甲殻類

－
内湾浅海域（干潟）、海岸、湖沼、
河川

－
（河口の砂泥底）
広い開放水面

越冬期 採食・休息環境 広い開放水面
依存環境は広い開放水面
①開放水面

39 キンクロハジロ
留鳥
旅鳥

冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥

貝類（シジミ）、水生昆虫
（ユスリカ幼虫他）、甲殻
類、魚類、カエル、水生植
物

－
内湾浅海域（干潟）、海岸、湖沼、
河川

－
（河口の砂泥底）
広い開放水面

越冬期 採食・休息環境 広い開放水面
依存環境は広い開放水面
①開放水面

40 スズガモ 旅鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥
雑食性だが、水底の巻貝類

や二枚貝類（アサリ、シジ
ミ）の動物食が主要

－
内湾浅海域（干潟）、海岸、湖沼、

河川
－

（河口の砂泥底）
広い開放水面

越冬期 採食・休息環境 広い開放水面
依存環境は広い開放水面

①開放水面

41 シノリガモ ○
冬鳥
留鳥

冬鳥
留鳥

稀な冬
鳥

稀な冬
鳥

-

北海道、東北地方の山間
部の渓流で局地的に少数
が繁殖、昆虫、甲殻類、
貝、ウニ、藻類

渓流の近くの草原や岩の隙間、樹
洞に営巣

岩礁の多い海岸 － 岩礁帯(磯場) 越冬期 採食・休息環境 対象外
依存環境は評価対象外（海域への依
存度が高い）

42 ホオジロガモ 旅鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥
稀な冬

鳥

モツゴ、メダカ、サンショウ
ウオ、カノコガイ、甲殻類、
昆虫、水草の根、茎、葉、
水藻

－ 海岸や大きな湖沼、大きな河川 － 広い開放水面 越冬期 採食・休息環境 広い開放水面
依存環境は広い開放水面
①開放水面

43 ミコアイサ ●
旅鳥
冬鳥
夏鳥

冬鳥 冬鳥 冬鳥
稀な冬

鳥

動物食傾向の強い雑食で、
主に魚類を食べるが、カエ
ル、昆虫、甲殻類、植物の
葉、根、種子

－ 湖沼、河川下流部 － 広い開放水面 越冬期 採食環境 広い開放水面
依存環境は広い開放水面
①開放水面

種和名
国の

RDB
No.

H31
手引

き掲
載種

渡り区分 生活ステージによる利用環境

場の利用代表的な利用環境
北海道 本州 四国 九州 沖縄

依存する生息場の選定

場の利用
時期

生息場との関係整理

備考依存する生息場

繁殖期 越冬期 春秋の渡り期

■ ⿃類 注⽬種と依存する⽣息場
（解放水面

の利用種）
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表－１２ 注目種と依存する生息場（鳥類）2/4 

食性

44 カワアイサ ●
留鳥
旅鳥
冬鳥

冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥  魚、エビ － 湖沼、河川、稀に海岸 － 広い開放水面 越冬期 採食環境 広い開放水面
依存環境は広い開放水面
①開放水面

水面採食ガモ
越冬・渡
り・繁殖期

潜水採食ガモ 越冬期

魚類採食ガモ 越冬期

45 ミサゴ ○ ● 夏鳥
留鳥
夏鳥

留鳥 旅鳥 冬鳥
魚類（ボラ、コイ、ブリ、オオ
クチバス）

岩棚･樹上(巣)、水面の魚類を採食 － － 連続する瀬と淵 通年 採食環境
連続する瀬と
淵

46 トビ 留鳥 留鳥 留鳥 留鳥 冬鳥

腐肉食で、哺乳類、鳥類、
魚類、両生類、爬虫類と幅
広く捕食、死んだ動物、残
飯等

水辺に近い林の高い樹の枝上、とく
に人里近くのマツの頂き付近が多
い、農耕地､河川敷

山地、農耕地、海岸、水田、河川、
湖沼の周辺、市街地等様々な環境
に生息

－
該当なし(様々な環
境)

通年 採食環境 対象外 指標性低い

47 オジロワシ ○ ●
留鳥・
冬鳥

冬鳥
稀な冬

鳥
稀な冬

鳥
迷鳥 魚類、うさぎ、鳥

北海道（オホーツク海沿岸から知床
半島、根室半島）の樹林で開放水
面付近

河口域、湖沼、河川敷 －
河辺性落葉広葉樹
林

通年 採食環境
河辺性の樹林･
河畔林

48 オオワシ ○ ● 冬鳥
冬鳥・
稀な冬

鳥

稀な冬
鳥

稀な冬
鳥

迷鳥 魚類、カモ － 河口域 － 広い開放水面 越冬期 採食環境 対象外
依存環境は広い開放水面
①開放水面

49 オオタカ ○ ● 留鳥 留鳥 留鳥
留鳥
冬鳥

冬鳥
ハト、ツグミ、ムクドリ、カモ
類等の鳥類、まれにヘビ、
ネズミ等

丘陵～山地の林の高い樹（マツや
スギを好む）の枝上､樹林沿いの農
耕地､河川敷、開放水面

狩場としての止まり木、塒となる
林、農耕地､河川敷

－
河辺性落葉広葉樹
林

通年 採食環境
河辺性の樹林･
河畔林

50 ノスリ 夏鳥
留鳥
冬鳥

冬鳥 冬鳥 冬鳥
昆虫類、節足動物、陸棲の
貝類、ミミズ、両生類、爬虫
類、鳥類、小型哺乳類

低地～山地の樹林(巣)､農耕地､河
川敷

狩場としての止まり木､農耕地 －
該当なし(丈の低い
草地)

越冬期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

51 ハイイロチュウヒ ● 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥
肉食性で両生類、爬虫類、
鳥類、小型哺乳類

－ 草地､ヨシ原､農耕地 － 淡水性ヨシ原 越冬期 採食環境 水生植物帯

52 チュウヒ ○ ● 夏鳥
冬鳥
留鳥

冬鳥 冬鳥 冬鳥
肉食性で、魚類、両生類、
爬虫類、鳥類やその卵、小
型哺乳類

ヨシ原など丈の高い湿性草原の地
上

ヨシ原 － 淡水性ヨシ原
繁殖・越
冬期

営巣・採食環境 水生植物帯

53 ハヤブサ ○ ● 留鳥 留鳥 留鳥 留鳥 冬鳥
スズメやハト、ムクドリ、ヒヨ
ドリ

崖(巣)､河川敷､干潟､農耕地 河川敷､干潟､農耕地 －
該当なし(様々な環
境)

通年 採食環境 対象外 指標性低い

54 コチョウゲンボウ ● 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥
旅鳥
冬鳥

動物食で小型鳥類（主
食）、小型哺乳類、昆虫類

－ 荒地､草地､農耕地 －
該当なし(丈の低い
草地)

越冬期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

55 チョウゲンボウ ●
稀な旅

鳥
留鳥

留鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥
小鳥やネズミなどの小動
物、バッタなどの昆虫

崖･岩棚･鉄橋(巣)､農耕地､河川敷 農耕地､河川敷 －
該当なし(丈の低い
草地)

通年 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

56 ウズラ ○ ● 夏鳥
留鳥
夏鳥
冬鳥

冬鳥 冬鳥
稀な冬

鳥

雑食性で種子（イネ科、カヤ
ツリグ
サ科、タデ科、マメ科）、昆
虫

草地､農耕地、水田、草むらの中や
藪の根元にくぼみを作り、草の葉で
粗雑に造巣

草地､農耕地 －
該当なし(丈の低い
草地)

通年 営巣・採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

57 キジ - 留鳥 留鳥 留鳥 -
雑食で植物の芽や葉、小動
物や昆虫

河川敷､農耕地などの草地の地上
の窪み、草原、明るい林､草地､農
耕地

明るい林､草地､農耕地 －
該当なし(丈の低い
草地)

通年 営巣・採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

58 タンチョウ ○ 留鳥 迷鳥 迷鳥 迷鳥 -

雑食 で、 昆虫、甲殻類 、
貝類 、魚類、カエル、鳥類
の 雛、ヤチネズミ類、草の
葉、芽、種子、根

湿原、河川敷で営巣　農耕地でも採
食

浅い流れ､人工給餌場 －
水辺の草地(湿性
草地)

通年 採食環境 低･中茎草地

59 ナベヅル ○ 迷鳥 迷鳥 迷鳥
旅鳥
冬鳥

迷鳥
雑食で、植物の葉、芽、種
子、根、昆虫、両生類

－ 水田､湿地､ワンド・たまり、草地 －
水辺の草地(湿性
草地)

越冬期 採食環境 低･中茎草地

60 マナヅル ○ 迷鳥 迷鳥 迷鳥
冬鳥
旅鳥

迷鳥
雑食性で、魚類、昆虫、カ
エル、植物の種子、スゲ
類・水生植物の地下茎や根

農耕地、湿地 水田､湿地､ワンド・たまり、草地 －
水辺の草地(湿性
草地)

越冬期 採食環境 低･中茎草地

61 クイナ ● 夏鳥
夏鳥
留鳥
冬鳥

冬鳥 冬鳥 冬鳥

雑食で、昆虫、クモ、甲殻
類、軟体動物、魚類、両生
類、小型鳥類、植物の茎、
種子

湿原やヨシ原で少数が繁殖 ヨシ原､水辺の草むら － 淡水性ヨシ原
繁殖・越
冬期

営巣・採食環境 水生植物帯

62 ヒクイナ ○ ● 夏鳥
夏鳥
留鳥

夏鳥 夏鳥
稀な旅

鳥

食性は肉食性が強い雑食
性で、昆虫や軟体動物、カ
エル、種子

ため池、河川敷、休耕田などのヨシ
などの草の中

－ － 淡水性ヨシ原 繁殖期 営巣・採食環境 水生植物帯

63 バン 留鳥 留鳥 留鳥 留鳥 留鳥
食性は雑食性で、昆虫、甲
殻類、植物の種

ため池、河川敷などのヨシなどの草
の中

水辺･湿地 － 抽水植物帯 繁殖期 営巣・採食環境 水生植物帯

64 オオバン 夏鳥
留鳥
冬鳥

冬鳥
留鳥
冬鳥

冬鳥

植物食傾向の強い雑食、主
に水生植物を食べるが魚
類、鳥類の卵や雛、昆虫、
軟体動物

ため池、河川敷などのヨシなどの草
の中

水辺･湿地･開放水面 － 抽水植物帯 繁殖期 営巣・採食環境 水生植物帯

65 タマシギ ○
夏鳥
留鳥

留鳥 留鳥 留鳥 留鳥
動物食で、水生昆虫や小型
の軟体動物、環形動物

ため池、水田などの湿地の草の中、
湿った休耕田、水田､湿地

水田､湿地 － 水田域 繁殖期 営巣環境 対象外 依存環境は評価対象外

66 ミヤコドリ
稀な旅

鳥
冬鳥

稀な旅
鳥

冬鳥
稀な旅

鳥
食性は主に貝、エビ、ゴカイ
等の動物食

－ 干潟(砂･泥)、河口域､岩礁帯 － 砂干潟 越冬期 採食環境 干潟

67 コチドリ ● 夏鳥
夏鳥
留鳥

夏鳥
留鳥

夏鳥
旅鳥

冬鳥
夏鳥

動物食で、昆虫類、ミミズ
類などの節足動物を捕食、
ユスリカ類の小型昆虫

河原、埋立地､造成地などの地上、
砂礫河原(中～下流)

－ － 砂州(砂･礫) 繁殖期 営巣・採食環境 自然裸地

68 イカルチドリ ● 夏鳥 留鳥 留鳥 留鳥 冬鳥
食性は動物食で、昆虫類、
節足動物、ミミズ

河川中上流部の河原などの砂礫地
の地上

礫河原(中～上流) － 砂州(砂･礫) 通年 営巣・採食環境 自然裸地

72 シロチドリ ○ ● 留鳥 留鳥 留鳥 留鳥 留鳥
動物食で、水に住む昆虫、
節足動物、ゴカイ

礫河原(下流)､砂地 礫河原(下流)､砂地 － 砂干潟 繁殖期 営巣・採食環境 干潟

73 メダイチドリ 旅鳥
旅鳥
冬鳥

旅鳥
旅鳥
冬鳥

旅鳥
冬鳥

泥の中のカニやゴカイ －  干潟、砂質海岸、河口域、干拓地 干潟(砂･泥) 砂干潟 渡り期 採食環境 干潟

74 ムナグロ 旅鳥 旅鳥
旅鳥
冬鳥

旅鳥 冬鳥
海岸の小動物、湿地の昆
虫類

－ －
低地の草原、干拓地、水
田、河口域

砂干潟 渡り期 採食環境 干潟

75 ダイゼン 旅鳥
旅鳥
冬鳥

旅鳥
冬鳥

旅鳥
冬鳥

冬鳥
動物食の強い雑食で、主に
ゴカイを食べるが昆虫類、
甲殻類、貝類、種子

－  海岸、干潟、河口域、干拓地、水田 干潟、河口、水田 泥干潟 渡り期 採食環境 干潟

76 ケリ ○ ● 迷鳥
夏鳥
留鳥

冬鳥
留鳥
冬鳥

冬鳥
ミミズ、スクミリンゴガイ、サ
カマキガイ、昆虫など

農耕地などの地上、水田､河原､草
原

水田､河原､草原 － 水田域 繁殖期 営巣環境 対象外 依存環境は評価対象外

77 タゲリ 旅鳥
留鳥
冬鳥

冬鳥 冬鳥 冬鳥 動物食で、昆虫やミミズ － 休耕田、湿地、草原、河口域、干潟 － 水田域 越冬期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

78 キョウジョシギ 旅鳥
旅鳥
冬鳥

旅鳥
旅鳥
冬鳥

旅鳥
冬鳥

カニ、ヨコエビなどの小動
物、貝

－ 岩礁海岸、干潟、河口部 干潟､砂浜､岩礁 砂干潟 渡り期 採食環境 干潟

79 トウネン 旅鳥
旅鳥
冬鳥

旅鳥
旅鳥
冬鳥

旅鳥
冬鳥

バイオフィルム、ゴカイ、昆
虫

－ － 干潟(砂)､砂浜､水田 砂干潟 渡り期 採食環境 干潟

80 ヒバリシギ 旅鳥
旅鳥
冬鳥

旅鳥
旅鳥
冬鳥

冬鳥
動物食で、昆虫類、甲殻
類、環形動物

－ － 湿地､川岸、農耕地
水辺の草地(湿性
草地)

渡り期 採食環境 低･中茎草地

81 オジロトウネン 旅鳥
旅鳥
冬鳥

旅鳥
冬鳥

旅鳥
冬鳥

旅鳥 ゴカイ、昆虫 － －  湿地､水田､川岸、農耕地 砂干潟 渡り期 採食環境 干潟

82 ウズラシギ 旅鳥 旅鳥 旅鳥 旅鳥 旅鳥 ミミズ、昆虫、ゴカイ － －
湿地､水田､川岸、稀に干
潟

水辺の草地(湿性
草地)

渡り期 採食環境 低･中茎草地

83 ハマシギ ○ ● 旅鳥
旅鳥
冬鳥

旅鳥
冬鳥

旅鳥
冬鳥

冬鳥
バイオフィルム、ゴカイ、昆
虫

－ 干潟 干潟(砂･泥) 砂干潟
越冬期・
渡り期

採食環境 干潟

84 コオバシギ 旅鳥 旅鳥 旅鳥 旅鳥 旅鳥 ゴカイ、カニ、貝、昆虫 － － 干潟、河口部 泥干潟 渡り期 採食環境 干潟

85 オバシギ 旅鳥 旅鳥 旅鳥 旅鳥 旅鳥 ゴカイ、カニ、貝、昆虫 － －
干潟(砂･泥)、河口部、草
原

砂干潟 渡り期 採食環境 干潟

86 ミユビシギ 旅鳥
旅鳥
冬鳥

旅鳥
冬鳥

旅鳥
冬鳥

冬鳥 小さな節足動物、昆虫 － 主に砂質海岸、稀に干潟に生息 砂浜､干潟(砂) 河口砂州 渡り期 採食環境 自然裸地

87 オオハシシギ 旅鳥 旅鳥
稀な旅

鳥
旅鳥
冬鳥

旅鳥
冬鳥

ゴカイ、カニ、貝
主に北海道、本州北東部で繁殖す
るが、本州中西部、四国、九州でも
少数が繁殖

水田､湿地
湿地、湖沼、ときどき干潟
に出る

水辺の草地(湿性
草地)

渡り期 採食環境 低･中茎草地

88 ツルシギ ○ 旅鳥 旅鳥 旅鳥
旅鳥
冬鳥

旅鳥
冬鳥

ゴカイ、カニ、貝、昆虫 － － 湿地､水田､川岸､干潟
水辺の草地(湿性
草地)

渡り期 採食環境 低･中茎草地

89 アカアシシギ ○ ●
旅鳥
夏鳥

旅鳥 旅鳥 旅鳥 旅鳥  ゴカイ、カニ、貝、昆虫 湿地、草原で繁殖 －
干潟(砂･泥)､水田､川岸､
河口部、干拓地

砂干潟 渡り期 採食環境 干潟

90 コアオアシシギ 旅鳥 旅鳥 旅鳥 旅鳥 旅鳥
動物食で水生昆虫類、甲殻
類、貝類

－ －
湿地､水田､川岸、干潟、
河口域

砂干潟 渡り期 採食環境 干潟

91 アオアシシギ ● 旅鳥
旅鳥
冬鳥

旅鳥
冬鳥

旅鳥
冬鳥

冬鳥 ゴカイ、カニ、貝、昆虫 －  水田、河口部、湿地、湖沼、干拓地 湿地､水田､川岸､干潟 砂干潟 渡り期 採食環境 干潟

92 クサシギ 旅鳥
旅鳥
冬鳥

旅鳥
冬鳥

旅鳥
冬鳥

冬鳥 魚、貝、昆虫 － －
湿地､水田､川岸、農耕
地、河口部、開けた環境

水辺の草地(湿性
草地)

渡り期・越
冬機

採食環境 低･中茎草地

93 タカブシギ ○ ● 旅鳥 旅鳥 旅鳥
旅鳥
冬鳥

冬鳥 ミミズ類、虫類 － －
水田、干拓地、湿地、農耕
地、河川、河口部、（海岸
へは出ない）、開けた環境

水辺の草地(湿性
草地)

渡り期・越
冬機

採食環境 低･中茎草地

94 キアシシギ 旅鳥 旅鳥 旅鳥 旅鳥
旅鳥
冬鳥

ゴカイ、カニ、貝、昆虫 － － 干潟、河口域、干拓地 砂干潟
渡り期・越
冬機

採食環境 干潟

95 イソシギ 夏鳥
留鳥
旅鳥

留鳥
旅鳥

留鳥
旅鳥

冬鳥 昆虫、小さな貝など 水辺の草地(巣)､中流の礫河原 水辺､干潟､岩礁 － 砂州(砂･礫) 繁殖期 営巣・採食環境 自然裸地

96 ソリハシシギ 旅鳥 旅鳥 旅鳥 旅鳥 旅鳥 ゴカイ、カニ、貝 － － 干潟(砂･泥)､水田､川岸 砂干潟 渡り期 採食環境 干潟

97 オグロシギ 旅鳥 旅鳥 旅鳥
旅鳥
冬鳥

旅鳥 カニ、貝、カエル － －
干潟、河口域、干拓地、海
岸沿いの水田

砂干潟 渡り期 採食環境 干潟

98 オオソリハシシギ ○ 旅鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥 ゴカイ、カニ、貝 －  干潟、河口部、干拓地 干潟(砂･泥) 砂干潟
渡り期・越
冬機

採食環境 干潟

種和名
国の
RDB

No.

H31
手引
き掲
載種

渡り区分 生活ステージによる利用環境

場の利用代表的な利用環境
北海道 本州 四国 九州 沖縄

依存する生息場の選定

場の利用
時期

生息場との関係整理

備考依存する生息場

繁殖期 越冬期 春秋の渡り期

■ ⿃類 注⽬種と依存する⽣息場
（解放水面

の利用種）
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表－１２ 注目種と依存する生息場（鳥類）3/4 

食性

99 ダイシャクシギ ●
稀な旅

鳥
旅鳥
冬鳥

旅鳥
旅鳥
冬鳥

冬鳥 ゴカイ、カニ、貝 － 干潟(大きな干潟)、河口部、農耕地
干潟(大きな干潟)、河口
部、農耕地

泥干潟
越冬期・
渡り期

採食環境 干潟

100 ホウロクシギ ○ 旅鳥 旅鳥 旅鳥
旅鳥
冬鳥

冬鳥 ゴカイ、カニ、貝、昆虫 － －
干潟(砂･泥)、河口部、農
耕地

砂干潟
渡り期・越
冬機

採食環境 干潟

101 チュウシャクシギ 旅鳥 旅鳥 旅鳥
旅鳥
冬鳥

旅鳥
冬鳥

ゴカイ、カニ、貝、昆虫 － － 干潟(砂･泥)､、水田、川岸 砂干潟
渡り期・越
冬機

採食環境 干潟

102 ヤマシギ ● 夏鳥
留鳥
冬鳥

冬鳥 冬鳥 冬鳥

動物食で、ミミズや昆虫、
双翅類の幼虫、ムカデ類、
エビなどの甲殻類、軟体動
物

藪や草むらなどに覆われた地上の
窪み

林､草地､農耕地 －
該当なし(丈の低い
草地)

繁殖期・
越冬機

営巣・採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

103 タシギ ● 旅鳥
旅鳥
冬鳥

旅鳥
冬鳥

旅鳥
冬鳥

冬鳥  ミミズ、昆虫、クモ － 湿地､水田､川岸 湿地､水田､川岸
水辺の草地(湿性
草地)

渡り期・越
冬機

採食環境 低･中茎草地

104 オオジシギ ○ ● 夏鳥
夏鳥・
旅鳥

夏鳥・
旅鳥

夏鳥 冬鳥 ミミズ、昆虫、クモ
丈の低い草地、農耕地、河川敷、湿
原

湿原､草原 水辺･湿地
該当なし(丈の低い
草地)

繁殖期 営巣環境 対象外 依存環境は評価対象外

105 アオシギ 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥 ミミズ、昆虫、カタツムリ －
渓流畔､山間の湿地、湿原、水田、
湖沼畔

－ 渓流環境 越冬期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

106 セイタカシギ ○ ●
稀な旅

鳥
冬鳥

留鳥
旅鳥
冬鳥

旅鳥
冬鳥

冬鳥
昆虫、エビやカニなどの甲
殻類、小魚、ゴカイ

水際の見通しのよい場所に枯れ草
などを重ねて営巣

湿地､水田､川岸､干潟 湿地､水田､川岸､干潟 泥干潟
繁殖期・
渡り期

営巣・採食環境 干潟

107 ツバメチドリ ○ ● 稀な鳥 旅鳥
旅鳥
夏鳥

旅鳥
夏鳥

夏鳥 昆虫 砂礫地 －
開けた草地、乾燥した農
耕地、埋立地

砂州(砂･礫) 繁殖期 営巣・採食環境 自然裸地

108 ユリカモメ
旅鳥
冬鳥

冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥
雑食性で、魚や甲殻類、環
境によっては昆虫や植物の
種子、生ごみ

－ 河口域の水面､湛水域 － 広い開放水面 越冬期 採食環境 広い開放水面
依存環境は広い開放水面
①開放水面

109 セグロカモメ 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥
雑食で、魚類、昆虫、甲殻
類、軟体動物、環形動物、
動物の死骸

－ 砂浜や干潟、河口域の水面 －

広い開放水面
（漁港等、海域周
辺）

越冬期 採食環境 対象外
依存環境は評価対象外（漁港等海域
への依存度が高い）

110 オオセグロカモメ 留鳥
留鳥
冬鳥

冬鳥 冬鳥
稀な旅

鳥

雑食で、魚類、昆虫、甲殻
類、軟体動物、環形動物、
動物の死骸

海岸の崖･岩棚･草地(巣)、時に建
物

海岸、海上 －

広い開放水面
（漁港等、海域周
辺）

越冬期 採食環境 対象外
依存環境は評価対象外（漁港等海域
への依存度が高い）

111 ワシカモメ 冬鳥 冬鳥
稀な冬

鳥
稀な冬

鳥
迷鳥 主に魚類や動物の死骸 －

平坦な砂浜や干潟よりも起伏のあ
る岩場の海岸線を好む

－

広い開放水面
（漁港等、海域周
辺）

越冬期 採食環境 対象外
依存環境は評価対象外（漁港等海域
への依存度が高い）

112 シロカモメ 冬鳥 冬鳥
稀な冬

鳥
稀な冬

鳥
稀な冬

鳥

動物食で、魚類、甲殻類、
海鳥の雛のほか、海獣の
死骸

－
遠浅の海岸を好み、沖合、沿岸、内
湾、港、河口など

－

広い開放水面
（漁港等、海域周
辺）

越冬期 採食環境 対象外
依存環境は評価対象外（漁港等海域
への依存度が高い）

113 カモメ 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥
稀な冬

鳥

海岸などでは水中に住む魚
や甲殻類が水面に浮いてき
たものをくちばしくちばしで
すくい上げて捕食

－
越冬のため全国に飛来し、河口域
の水面、海岸、海上

－

広い開放水面
（漁港等、海域周
辺）

越冬期 採食環境 対象外
依存環境は評価対象外（漁港等海域
への依存度が高い）

114 ウミネコ ● 留鳥
留鳥
冬鳥

冬鳥 冬鳥 冬鳥
雑食で、魚類、両生類、甲
殻類、昆虫、動物の死骸

島嶼や海岸の地上や岩棚などに集
団繁殖

砂浜や干潟、河口域の水面 －

広い開放水面
（漁港等、海域周
辺）

繁殖期・
越冬期

採食環境 対象外
依存環境は評価対象外（漁港等海域
への依存度が高い）

115 ズグロカモメ ○ ● 旅鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥 カニ、ゴカイなど 主に干潟
北海道、本州から南西諸島の海岸
や干潟に渡来

－ 泥干潟 越冬期 採食環境 干潟

116 アジサシ 迷鳥 旅鳥 旅鳥
旅鳥
冬鳥

冬鳥 魚、昆虫、カニ － －
河川、湖沼、海岸、砂浜、
干潟(砂)

河口砂州 渡り期 採食環境 自然裸地

117 コアジサシ ○ ● 迷鳥 夏鳥 夏鳥 夏鳥 夏鳥 魚 海岸、河川の砂礫河原、河口砂州 － － 砂州(砂･礫) 繁殖期 営巣・採食環境 自然裸地

118 シラコバト ○ - 留鳥 - - - 穀物類 雑木林､農耕地、市街地の公園 雑木林､農耕地、市街地の公園 －
河辺性落葉広葉樹
林

通年 営巣環境
河辺性の樹林･
河畔林

依存環境は評価対象外

119 キジバト 留鳥 留鳥 留鳥 留鳥
稀な旅

鳥
種子、果実

樹上･橋梁(巣)､明るい林、村落、公
園

明るい林 －
河辺性落葉広葉樹
林

通年 営巣環境
河辺性の樹林･
河畔林

依存環境は評価対象外

120 カッコウ 夏鳥 夏鳥 夏鳥 夏鳥 旅鳥 昆虫(主に毛虫)
ホオジロ、オナガ、ウグイス等に托
卵、明るい林､低木のある草地･農
耕地

－ － 該当なし(托卵) 繁殖期 営巣環境 対象外 依存環境は評価対象外

121 トラフズク ● 夏鳥
夏鳥
冬鳥

冬鳥 冬鳥
稀な旅

鳥
冬鳥

ネズミ、鳥、昆虫 低地～山地の林
河川敷の樹林、針葉樹林、疎林、
農耕地

－
河辺性落葉広葉樹
林

越冬期 採食環境
河辺性の樹林･
河畔林

122 コミミズク 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥 ネズミ、鳥、昆虫 － 河川敷の丈の低い草地、農耕地 －
河辺性落葉広葉樹
林

越冬期 採食環境
河辺性の樹林･
河畔林

123 ヨタカ ○ ● 夏鳥 夏鳥 夏鳥 夏鳥 -
昆虫類、口を大きく開け、飛
翔しながら採食、夜行性

山地の林の伐採地などひらけた地
上に営巣、疎林、農耕地内の残存
林

－ －
河辺性落葉広葉樹
林

繁殖期 採食環境
河辺性の樹林･
河畔林

依存環境は評価対象外

124 アマツバメ 夏鳥 夏鳥 夏鳥 夏鳥 旅鳥 昆虫 海岸から高山までの岩崖のすき間 － －
該当なし(海岸・山
岳の崖地)

繁殖期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

125 ヤマセミ ● 留鳥 留鳥 留鳥 留鳥 - 魚
山地の渓流、湖沼沿いの土崖に横
穴を掘って営巣

渓流環境 － 連続する瀬と淵 通年 営巣・採食環境
連続する瀬と
淵

②河岸の土壁

126 アカショウビン ● 夏鳥 夏鳥 夏鳥 夏鳥
稀な旅

鳥
カエル、魚、サンショウウ
オ、サワガニ

山地の渓流のある針広混交林、落
葉広葉樹林、常緑広葉樹林の樹洞
に営巣

－ －
該当なし(渓流環
境)

繁殖期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

127 カワセミ ● 留鳥 留鳥 留鳥 留鳥 留鳥 魚、エビ、水生昆虫
平地から丘陵の水辺や道路沿い、
川沿いの土崖に横穴を掘って営巣、
ワンド・たまり

水辺 － ワンド･たまり 通年 営巣・採食環境 ワンド･たまり ②河岸の土壁

128 アカゲラ 留鳥 留鳥 留鳥 迷鳥 - 昆虫、果実
山地の林の樹（主に枯れ木）の幹に
深い縦穴を掘って直接産卵

山地の林 － 該当なし(山地) 通年 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

129 コゲラ 留鳥 留鳥 留鳥 留鳥 留鳥
雑食で主に昆虫などの節足
動物、木の実

平地から山地の林の枯れ木、枯れ
枝に深い縦穴を掘って直接産卵

低地～山地の林 －
河辺性落葉広葉樹
林

通年 採食環境
河辺性の樹林･
河畔林

130 ヒバリ ● 夏鳥 留鳥 留鳥 留鳥
稀な旅

鳥
 昆虫、草の種子

農耕地、河川敷、埋立地などの丈
の低い草地の草の根元、農耕地、
草原、牧草地、海岸の草原

草丈の低い草地 － 淡水性ヨシ原 越冬期 採食環境 水生植物帯

131 ハマヒバリ 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥 植物の種子等 － 河口の砂浜 － 河口砂州 越冬期 採食環境 自然裸地

132 ショウドウツバメ ● 夏鳥 旅鳥 旅鳥 旅鳥 旅鳥 昆虫
国内では北海道のみで繁殖し、河
川や湖の岸、海岸の土壁、泥炭な
どの崖に横穴を掘って集団営巣

－ ヨシ原に集団ねぐら 淡水性ヨシ原 渡り期 採食環境 水生植物帯

133 ツバメ ● 夏鳥
夏鳥
冬鳥

夏鳥
冬鳥

夏鳥
冬鳥

旅鳥 昆虫 人家の軒下など人工建造物 － ヨシ原に集団ねぐら 淡水性ヨシ原 渡り期 採食環境 水生植物帯

134 コシアカツバメ ● 夏鳥 夏鳥 夏鳥 夏鳥 旅鳥 昆虫 コンクリート建物(巣) －
（渡り前も巣をねぐらにす
る）

該当なし(人工構造
物)

繁殖期 営巣環境 対象外 依存環境は評価対象外

135 イワツバメ ● 夏鳥
夏鳥
冬鳥

夏鳥
冬鳥

夏鳥
冬鳥

旅鳥 昆虫 崖､橋台(巣)､上空 繁殖コロニーを越冬場として利用 ？研究途上
該当なし(人工構造
物)

繁殖期 営巣環境 対象外 依存環境は評価対象外

136 ツメナガセキレイ 夏鳥
稀な旅

鳥
旅鳥 旅鳥

旅鳥
冬鳥

食性は動物食で、主に昆虫
類

北海道北部の湿原、農耕地､草地
の草の根元で繁殖

－ 草地､農耕地､川岸
水辺の草地（多年
草)

繁殖期・
渡り期

営巣・採食環境 低･中茎草地

137 キセキレイ 夏鳥 留鳥 留鳥 留鳥 冬鳥 動物食で昆虫類やクモ類
崖のくぼみ、枝の茂み、人家の軒
下、建造物や石垣のすき間、土手
の棚で繁殖

水辺 － 砂州(砂･礫) 繁殖期 採食環境 自然裸地

138 ハクセキレイ
夏鳥
留鳥

留鳥 留鳥 留鳥 冬鳥 昆虫類やクモ、ミミズ
北海道、本州（関東・中部）の建造
物や石垣のすき間、土手の棚､下流
域の水辺､農耕地

下流域の水辺､農耕地 － 砂州(砂･礫) 繁殖期 採食環境 自然裸地

139 セグロセキレイ ● 夏鳥 留鳥 留鳥 留鳥
稀な旅

鳥
雑食で昆虫類やクモ、ミミ
ズ、水辺の環境に依存

北海道、本州、四国、九州の川岸
の石下、建造物や石垣のすき間、
土手の棚、中流域の水辺、崖地の
陰など

中流域の水辺 － 砂州(砂･礫) 繁殖期 営巣・採食環境 自然裸地

140 マミジロタヒバリ 迷鳥 迷鳥 迷鳥 旅鳥 冬鳥 草の実や昆虫類 － － 草地､農耕地
該当なし(丈の低い
草地)

渡り期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

141 ビンズイ 夏鳥
夏鳥
留鳥
冬鳥

留鳥
冬鳥

冬鳥 冬鳥
雑食で、昆虫、節足動物、
ミミズ、植物の種子

四国以北の山地や平地の明るい森
林、草原の岩陰、崖、土手の窪み

林や林に隣接した田畑・草原の地
表、驚くと枝にとまり松林を好む

該当なし(丈の低い
草地)

越冬期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

142 ムネアカタヒバリ
稀な旅

鳥
旅鳥 旅鳥 旅鳥 冬鳥 草の実や昆虫類 － 荒地､草地､農耕地 水田､湿った畑

該当なし(丈の低い
草地)

渡り期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

143 タヒバリ 旅鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥
雑食で、草の実や昆虫類の
幼虫、ミミズ

－ 開けた運動場、荒地､草地､農耕地 －
該当なし(丈の低い
草地)

越冬期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

144 ヒヨドリ 留鳥 留鳥 留鳥 留鳥 冬鳥 昆虫の幼虫や果実、花
低山帯、平地の森林中、市街地の
公園、庭園の樹枝上

国内で集団で渡り －
河辺性落葉広葉樹
林

越冬期 採食環境
河辺性の樹林･
河畔林

指標性低い

145 モズ 夏鳥 留鳥 留鳥 留鳥 留鳥

動物食で、昆虫 節足動物、
甲殻類、両生類、小型爬虫
類、小型の鳥類、小型哺乳
類

全国の平地から低山地の農耕地や
林緑、川畔林、農耕地と低木が混
在する環境の枝上（常緑樹が多い）

低木のある草地､農耕地 －
河辺性落葉広葉樹
林

通年 営巣・採食環境
河辺性の樹林･
河畔林

146 カワガラス 留鳥 留鳥 留鳥 留鳥 -
水生昆虫やカニなどの甲殻
類、小魚

北海道、本州、四国、九州、屋久島
の岩陰や滝の裏側、堰堤の水抜き
穴

渓流環境､浅瀬 － 連続する瀬と淵 通年 営巣・採食環境
連続する瀬と
淵

147 ミソサザイ 留鳥 留鳥 留鳥 留鳥 冬鳥 動物食で、昆虫、クモ類
九州以北の山地の谷川沿いの林の
崖地や大木の根元

ヨシ原 － 淡水性ヨシ原 越冬期 採食環境 水生植物帯

148 ノゴマ 夏鳥 旅鳥 旅鳥 旅鳥 冬鳥  昆虫、ミミズ
北海道の草株ややぶの根本のわ
き、谷地坊主の脇、崖地のくぼみを
利用して地上に営巣

－ 草原、低木林、農耕地 淡水性ヨシ原
繁殖期・
渡り期

営巣・採食環境 水生植物帯

149 オガワコマドリ 迷鳥 迷鳥 迷鳥 迷鳥 迷鳥
動物食で主に 昆虫類の幼
虫

－ ヨシ原、丈の低い草地、落葉広葉樹 － 淡水性ヨシ原 越冬期 採食環境 水生植物帯

150 ルリビタキ 夏鳥 留鳥 留鳥 冬鳥 冬鳥

雑食で、昆虫、節足動物、
ピラカンサ、アカメガシワ、ヌ
ルデ、ツリバナ、ナンキンハ
ゼ果実

北海道、本州中部以北、四国の標
高1、500m以上の針葉樹林帯で繁
殖

平地の林 －
該当なし（低地の
林）

越冬期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

151 ジョウビタキ 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥

雑食、主に昆虫、ガマズミ、
ニシキギ、ヒサカキ、マサ
キ、ナンテンの実、梅のつ
ぼみ

（北海道、長野県、愛知県、岐阜
県、鳥取県、大阪府、岡山県で記
録、の林、屋根裏、樹洞、崖のくぼ
み）

枯れた草地、農耕地、林縁 －
該当なし(丈の低い
草地)

越冬期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

種和名
国の
RDB

No.

H31
手引
き掲
載種

渡り区分 生活ステージによる利用環境

場の利用代表的な利用環境
北海道 本州 四国 九州 沖縄

依存する生息場の選定

場の利用
時期

生息場との関係整理

備考依存する生息場

繁殖期 越冬期 春秋の渡り期

■ ⿃類 注⽬種と依存する⽣息場
（解放水面

の利用種）
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表－１２ 注目種と依存する生息場（鳥類）4/4 

食性

152 サバクヒタキ
稀な旅

鳥
稀な旅

鳥
稀な旅

鳥
稀な旅

鳥
稀な旅

鳥
雑食で、主に地上で昆虫類
や草の実

－ 河原の造成地 －
該当なし(造成裸
地)

越冬期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

153 ツグミ ●
旅鳥
冬鳥

冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥

雑食で、昆虫、エノキ、トウ
ミズミモチ、ナナカマド、ヌル
デ、ノイバラ果実、ミミズ、甲
虫幼虫

－
丈の低い枯れた草地､落葉広葉樹、
農耕地､河川敷､干潟などに広く

－
該当なし(丈の低い
草地)

越冬期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

154 ウグイス 夏鳥 留鳥 留鳥 留鳥 冬鳥
雑食で夏場は主に小型の
昆虫、幼虫、クモ類、冬場
は植物の種子や木の実

丘陵から山地のササが生えている
ような林や林縁

ヨシ原 － 淡水性ヨシ原 越冬期 採食環境 水生植物帯

155 オオセッカ ○ 夏鳥 夏鳥 冬鳥 - - 動物食で、昆虫類、クモ

青森県（岩木川流域・仏沼）、秋田
県（八郎潟）、茨城県・千葉県（利根
川流域）の下草混じりのヨシ原で繁
殖

ヨシ原 － 淡水性ヨシ原
繁殖期・
渡り期

営巣・採食環境 水生植物帯

156 エゾセンニュウ 夏鳥 旅鳥 旅鳥 旅鳥 旅鳥 動物食で、昆虫類、クモ
北海道の湿地林（ヤナギ類やニワト
コなどの植生）や河畔林、低木林の
外縁、低木が生えた草原

－ －
水辺の草地(湿性
草地)

繁殖期 営巣・採食環境 低･中茎草地

157 シマセンニュウ 夏鳥 旅鳥 旅鳥 旅鳥 旅鳥
動物食で、昆虫類、節足動
物

北海道の海岸近くの潅木の混じる
草原の草株上

－ －
水辺の草地(湿性
草地)

繁殖期 営巣・採食環境 低･中茎草地

158 マキノセンニュウ ○ 夏鳥 夏鳥 旅鳥
稀な旅

鳥
迷鳥

動物食で、昆虫類、節足動
物

北海道、岩手・長野・群馬・静岡の
草原、湿地の地上で繁殖、

－ －
水辺の草地(湿性
草地)

繁殖期 営巣・採食環境 低･中茎草地

159 コヨシキリ 夏鳥 夏鳥
夏鳥
旅鳥

夏鳥
旅鳥

稀な旅
鳥

動物食で、昆虫類、節足動
物

中部地方から北海道のヨシ原､乾燥
した草地

－ － 淡水性ヨシ原 繁殖期 営巣・採食環境 水生植物帯

160 オオヨシキリ ● 夏鳥 夏鳥 夏鳥 夏鳥
旅鳥
冬鳥

動物食で昆虫類や節足動
物

鹿児島県以北のヨシ原で繁殖 － － 淡水性ヨシ原 繁殖期 営巣・採食環境 水生植物帯

161 セッカ 夏鳥 留鳥 留鳥 留鳥 留鳥
動物食で昆虫類や節足動
物

本州以南のまばらなヨシ原、チガヤ
草地に営巣

ヨシ、ススキ草地 － 淡水性ヨシ原 繁殖期 営巣・採食環境 水生植物帯

162 オオルリ 夏鳥 夏鳥 夏鳥 夏鳥 旅鳥
チョウ、ガ、アブ、羽化した
水生昆虫などの昆虫

低山の渓流沿いの林、渓流沿いの
暗い樹林地の渓流沿いの切り立っ
た岩のくぼみなど

－ －
該当なし（低地の
林）

繁殖期 営巣環境 対象外 依存環境は評価対象外

163 エナガ 留鳥 留鳥 留鳥 留鳥 -

雑食でチョウ、ガ類の卵、幼
虫、成虫、アブラムシ類の
卵、成虫、クモ類などが主
食、 熟した果実、樹皮の割
れ目からにじみ出た樹液、
木に付いた菌類

低地～山地の樹林の木の枝別れし
たところに、ガのマユの糸でコケな
どをドーム状にまとめ営巣

低地～山地の樹林に広く －
該当なし（低地の
林）

通年 営巣環境 対象外 依存環境は評価対象外

164 ツリスガラ - 冬鳥 冬鳥 冬鳥
稀な旅

鳥

雑食性でヨシの茎の鞘を嘴
ではいで中にいる昆虫類
（カイガラムシなど）やガマ
の穂などの植物質

－ ヨシ原 － 淡水性ヨシ原 越冬期 採食環境 水生植物帯

165 ホオジロ 夏鳥 留鳥 留鳥 留鳥
稀な旅

鳥
繁殖期には昆虫類、秋から
冬にはヨシ、植物の種子

屋久島以北の北海道を除く全国各
地の林縁から草地の樹の枝上、ス
スキの上、地上

低木林、林縁、オギ、ススキ原 － 藪化・つる植物域 通年 営巣環境 対象外 依存環境は評価対象外

166 コジュリン ○ 夏鳥
留鳥
冬鳥

冬鳥
夏鳥
冬鳥

-
雑食で、昆虫類、節足動
物、果実、ヨシ種子

青森県仏沼や茨城県霞ヶ浦周辺等
の下草のあるヨシ原

ヨシ原 － 淡水性ヨシ原 繁殖期 営巣・採食環境 水生植物帯

167 ホオアカ ● 夏鳥
夏鳥
冬鳥

冬鳥
留鳥
冬鳥

冬鳥
雑食性で昆虫類、節足動
物、果実、種子

本州中部以北だが、中部以南でも
高原の草地、草原の低木の枝上、
草上、地上

ヨシ原、高茎草本群落 － 淡水性ヨシ原 越冬期 採食環境 水生植物帯

168 カシラダカ ● 旅鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥 雑食性で、草の種子や昆虫 －
ヨシ原、オギ・ススキ原、農耕地の
接する場所

－ 淡水性ヨシ原 越冬期 採食環境 水生植物帯

169 ミヤマホオジロ 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥

植物食傾向の強い雑食で、
イネ科、ススキ、イタドリ、カ
ラマツ、カタバミ種子、昆
虫、クモ類

島根県で繁殖記録あり
丈の低い枯れた草地､疎林、農耕
地、丈の低い草地、オギ・ススキ原

－
該当なし(丈の低い
草地)

越冬期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

170 ノジコ ○ ● 迷鳥 夏鳥 旅鳥 旅鳥
稀な旅

鳥
雑食で、昆虫（毛虫）、ク
モ、種子

山地のハンノキ林､カラマツ林の林
内や林縁、山地の湿地や明るい潅
木林の枝上や地上

－ －
該当なし（低地の
林）

越冬期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

171 アオジ 夏鳥
留鳥
冬鳥

冬鳥 冬鳥 冬鳥
雑食で、サンザシ、マユミ、
シイ、ノイバラ、ススキ、植
物の種子や昆虫類

北海度、本州中部以北の山地や低
木林の樹の低い枝上や地上

低地の藪、丈の低い枯れた草地 －
該当なし(丈の低い
草地)

越冬期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

172 シベリアジュリン 迷鳥
稀な旅

鳥
冬鳥

迷鳥 冬鳥 -
雑食性でヨシの実や小昆虫
類

－ ヨシ原 － 淡水性ヨシ原 越冬期 採食環境 水生植物帯

173 オオジュリン ● 夏鳥 夏鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥
雑食で、ヨシの種子、昆虫
類

北海道と本州北部、海岸の草地、
牧草地、湿原､ヨシ原、河川の草地
の草の株や根元

川沿いのヨシ原 － 淡水性ヨシ原
繁殖期・
越冬期

営巣・採食環境 水生植物帯

174 ユキホオジロ 冬鳥
稀な冬

鳥
稀な冬

鳥
稀な冬

鳥
迷鳥

雑食性で草の実、繁殖時に
は昆虫、節足動物

－
海岸などの植被のないような環境、
農耕地

－ 河口砂州 越冬期 採食環境 自然裸地

175 アトリ ● 旅鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥

雑食性で、エノキ、カナムグ
ラ、アキニレ、イノコヅチ等
植物の果実や種子のほ
か、昆虫類や節足動物

北海道、青森県、長野県などのシラ
カンバ林等の太い枝の上におわん
型の巣を営巣

疎林、低木林、農耕地 －
該当なし（低地の
林）

越冬期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

176 カワラヒワ ● 夏鳥 留鳥 留鳥 留鳥 冬鳥
植物食で、タンポポ、イタド
リ、スイバ、カズノコグサ、ケ
ヤキ、ヒノキ植物の種子

北海道から九州までの低山地・平
地の林の樹（主に針葉樹）の枝上

疎林、農耕地、河川敷、潅木草原、
住宅地

－
該当なし（低地の
林）

繁殖期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

177 マヒワ 留鳥
冬鳥
留鳥

冬鳥 冬鳥 冬鳥
植物食で、ハンノキ、ヤシャ
ブシ、サルスベリ、木の実、
草の実、木の芽

北海道と本州北部の山地の針葉樹
林、針広混交林樹上に木の枝を組
み合わせたお椀状の巣

低地の疎林、農耕地 － 該当なし(農耕地) 越冬期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

178 ベニヒワ 冬鳥 冬鳥 迷鳥 迷鳥 迷鳥
食性は雑食で、ハンノキ、
ナナカマド、カラマツ等種
子、昆虫類、節足動物

－
開けた落葉広葉樹林、低木林、農
耕地、草地

－
該当なし（低地の
林）

越冬期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

179 ハギマシコ
冬鳥
留鳥

冬鳥 冬鳥
稀な冬

鳥
- 食性は植物食で種子等

北海道大雪山で一部繁殖、岩の隙
間、岩場の陰に木の枝や苔、枯草
などを集めて皿状の巣

海岸の崖地、疎林、草原、荒地 － 該当なし(岩場) 越冬期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

180 ベニマシコ 夏鳥
夏鳥
冬鳥

冬鳥 冬鳥 -
イネ科やタデ科の草の実、
昆虫など

北海道と青森県下北半島の平地の
低木林の枝上

潅木草原、林縁、林のある農耕地 － 淡水性ヨシ原 越冬期 採食環境 水生植物帯

181 シメ 夏鳥
夏鳥
冬鳥

冬鳥 冬鳥 冬鳥

雑食で、ムクノキ、エノキ、
ヤマハゼ、カエデなどの植
物の種子、繁殖期には甲虫
類

 落葉広葉樹林、針広混交林、木の
枝の上

疎林、低木林、農耕地、地上 －
該当なし（低地の
林）

越冬期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

182 ニュウナイスズメ 夏鳥 夏鳥 冬鳥 冬鳥
稀な冬

鳥
植物の種子や昆虫

本州の高標高地や北海道の樹洞・
キツツキ類の巣穴

水田、畑地、ヨシ原 － 該当なし(農耕地) 越冬期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

183 オナガ -
留鳥
迷鳥

迷鳥 迷鳥 - 雑食で、昆虫、果実、種
低地～低山地の雑木林､松林、人
家付近を含む平地から山地にかけ
ての樹上

低地の疎林、農耕地、住宅地 －
河辺性落葉広葉樹
林

通年 営巣・採食環境
河辺性の樹林･
河畔林

依存環境は評価対象外

184 カササギ
稀な夏

鳥
旅鳥 旅鳥 留鳥 -

昆虫、カエル、ザリガニ、小
型哺乳類、果実、穀類

屋敷林･電柱(巣)､農耕地、高木や
電柱上に営巣（九州では移入）

雑木林､農耕地 －
河辺性落葉広葉樹
林

通年 営巣・採食環境
河辺性の樹林･
河畔林

依存環境は評価対象外

185 ミヤマガラス ● 冬鳥 冬鳥 冬鳥 冬鳥
稀な冬

鳥

雑食で主に水田の落穂、昆
虫類、鳥類の卵や雛、果
実、種子

－ 水田、干潟、林、農耕地 － 水田域 越冬期 採食環境 対象外 依存環境は評価対象外

依存する生息場の選定

場の利用
時期

生息場との関係整理

備考依存する生息場

北海道 本州 四国 九州 沖縄 繁殖期 越冬期 春秋の渡り期

H31
手引
き掲
載種

渡り区分 生活ステージによる利用環境

場の利用代表的な利用環境No. 種和名
国の
RDB

■ ⿃類 注⽬種と依存する⽣息場
（解放水面

の利用種）
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